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幅岡牒炭田地帯に於けるボタ山の植生

(炭田地緋の廃砿石地〔ボク山〕の植林に関する訓査研究報告〔1〕）

中 一烏男
－－－－

言 緒

ボク111とは北九州炎IIl地僻に於て淡肝叉は炭塊111に火在する瑞行を搾炎叉は選炭の際選除し↑ﾆポ

タ（硬）を投爽堆祇して11｛来たものでピラミッド型の小脈を為し，大きなものは商さ100m，而硫

約20haに速し!孫下の総而職は数千順に及ぶと推定される．勿論この大部分は現在ボク投棄作業中

に属し実|嫌利川出来る而被は廃坑又は作業停止''1の一部分･に限られて居る．然し之でも相当の而峨

に述しH-つ都会地に近く交迦の慨I.':しき為急“斜地なるにも係はらず小規模の淡業即ち麦瀬,豆類，

莱莱数等の1難問が行はれて居る処が少〈ないが＊朴業方而より之を利川して居る処は未だ殆んざ見

られない欣態である．従ってポタ111を進林判勺兄地より洲査研劣:する蔀は単に学術的のみならず，

祁当広而械日.つ交通便なる地域に在る難に鑑みJ地利"jと云う面よりも緊要な蕊と考えられる．

ポタllIの利)11に就ては1昭和12年(1937)ばi本蛎111林,猟に於て相当諭議さIIL叉木I県:股事試験場よりも

ラミーの試験1妙所が行はれ↑こ難がある．田川I1iの三J1:田川砿業所に於ては昭和15,16（1940-1941）

年哩ラミーの外食縦増娠の目的の下に11．諾小麦，裸麦等の試験1妙喬が試みられ相当の成絞を牧めて

居り，同時にクロマツ，ヤシャプシ，ハギ等の試験械栽も行はれて居る．又昭和15年（1940）に棟

苗が記念械樹の目的で瓶布され↑二際志免砿業所蛎4坑のポタ山に械栽されたものがあるが，麓に於

ては111当の生長を示して居る．昭和23年（1948）4月にば佐藤敬二教授は粕屋郡勢lMj村･高'11砿業所

のボク山にハギ，シンジェ，ニセアカシヤ，アカマツを同氏の特別な播郡法に依って播:甑されて居

るが，立派な発芽及び生育を示して居る．尚竹内亮博士は昭和14年（1939）にボク山の植生に関す

る10郷FllIlの観察の結果を日本柿物学会第7回大会に発表される予定であつ↑zが，識戊要旨のみ発

表され群ﾎ''1は未発表に維って居るのは残念である．

ボク山に於ける柚物佼入並に枕物群落の形成遜移に関する洲査研究は以上の様に未↑ご発表され↑二

もの無く，且つボク山は人工的ではあるが特別の像件を典え一ジ軸柚物群落の形成遷移と云う点よ

り興味ある研究対照であり，尚ボク山の植林より見る時も其の基礎的研究として必要欠く可からざ

るものであるから，懸下数ケ所の代表的ボ夕山に就いて先ず其の植生調査を行った次第である．勿

論本棚在は概観期'111，しかも限られ↑二少数の場所に於て行はれﾅﾆもので，之より全般的ポ夕111の械

生に就いてi術がる事は川来ないが典の一班は我へるものと思う．

掌この外埋立てに川ひ又は住宅難の敷地にﾉIlひられてルトる処もある．
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研 究方法

4mgの方形枢を水平又は上下に2－15ケ杵迩5ケ叉は10ケ宛速続して低き典の内部に於ける植

物体の投射而穣即ち被度を目測し次の様にして之を表し↑二．

被度5全面減の1－3/4を被秘する場合

〃4〃3/4-2/4〃

〃3〃2/4-1/4〃

〃2〃1/4-1/16〃

〃1〃1/16以下を〃

〃＋極稀に表れ共の被度も極めて少い場合．

fA那〔物府は主として準水屑のみより成るも，草本贋と雛木肘とより成る場合もあり，叉時に地衣

蘇苔肝を有する事もあって一般に之等の境界が不鮮明の場合多く，本調査に於いては之等各層の柚

物体を合はせて各称祇の被度を目測し↑こ・

植生調査概要

〔I〕ボタ山の一捌薩件

ポ夕山は淡勝火雑物を投棄堆穣して111来ﾅﾆものであるが，共の投棄方法に2郡あって，一つは乎

抑しに依るもの，他は捲き上げ機に依るものである．前者は上部平叫lkを呈し後肴はピラミッド型

を呈するが，前者に属するものは擁き上げ機の川いられなかつ↑こ時に111来ﾅﾆ古いポ夕山のみに限ら

れ，現在のボク山は極めて小規模のもの以外殆んざ全部後荷に属する．ピラミッド型のボク山の1ﾘi

斜度は捲き上げ機の車道は約20.で其の両側及び先端部は30,-35であるが，史に雨水に依る没仙

の結果III部以下念傾斜を呈し粒に於いては流下物が拡って極めて綾傾斜を為して居る処もある．ボ

クにも炭府''11の矯塊と淡暦中に混・入しﾅﾆ器屑とがあり，更に之等は坑内にて選除され↑こものと坑外

にて乎選又は水選で逃除されたものとがある．又一般にボク山の上部には比繊'僻111い瑞刑が残り大

きな絹塊は下方に転藩する為上部と下部とに依り岩塊の大小並に籾知を異にする．端ｲ『の諏叛は主

として銘3紀謄に閥する砂岩及び頁岩であるが其の割合及び性質はポタ111に依って異なり，又若干

の碓化木を含んで居る処もある．一般に風化は容易に行はれ殊に頁瑞･は速かである．之等岩布の大

小，爾鯛i並に風化の遅速はボク山の傾斜と共に乾燥度其の他に影響し，一般にボク山に生ずる械物

は根系がよく発達し殊に非常に長く仲ぴﾅﾆ支根を有して居って乾燥の激しい事を示して居る．更に

大小の培塊が堆秋しﾅﾆものであるから内部に間隙の多い事もボク山の特異な点で之は史に水分･の透

過を奔易ならしめ且つ内部の風化を早める事となるが，其の際酸化作川が磯んに行はiL，骸素の含

右批は却って少量と老えられ之と共に相当強酸性を呈するろならんと想像される''1である竃．ボク

掌ポタ111の土壊に就いては目下本場中島莞爾嘱託が副在中である．
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'風化の辞度は柚生と岐も密接な関係があるがこれは堆bIi後の年数に依って異なるのは勿論一方

lの性礎，大小並にボク山の傾斜度に依って､も異なる．史に同一のボク111に於ても捲き上げ機に

,部分は古く，又一時作業を11』止しﾅﾆ後再び投：艇作業の行はれたボク山が多いが，之の場合は部

lに其の新旧の腿度を異にして居る．史に注激す可き調はボク堆俄後朴I当の年数を経ﾅﾆ後内部よ

'然発火を起すことで，之は数年'''1も徐,2‘に移動し乍ら燃焼を継統し然も必かしも糊lRに規則正

拡らないで部分的に園Hkに拡がる聯があり，之は風化の早さ及び土製の性)|kにも影聯する射ば

3である．又古いボク山で没仙の締果部分的に土喚網'|:が薪返りして居る処もある．以上の様に

'111の膝件は諏変雑多で部分11'1に異って居り，l1Ilち耕しく州11を呈してﾉil;る郡は共の特異な‘'}､《と

う調が出来る．然し一般にM斜の急:なる那乾燥せる郡及び土塊の未熟なる燕は雨水に依る没仙鮒

M没等の激しい事と和侯って-.級ｲ,{〔物の没.入を困難ならしめ，限られ↑二柚物より成る41i殊な植物

月を現H1せしめて居る．而して附近の械物群群より風媒叉は’'3媒等に依って械物の佼入が行はれ

!;，最初は主として1－2年生植物が胤生し漸次メヒシバ，ススキ等の群落が発途し徐掩に木本

勿の侵入が見られ，その過職はボク山に依って必ずしも同一でなく又同一のボク111に於ても局部

こ異なって居る．尚本地域の年平均気淵はl5oc-l6．c，年昨水総itは'500-1650mmである．

〔I〕各地ボタ山の植物群落

,）遠fM郡水巻村，遠役砿業所莱1高松炭砿ポ夕山，商さ約70m而徹I紬l0haのポタ111で主とし

頁岩より成り，且つ水選しナニポクを多く含んで居るので矯塊小さく水分に術んで居る．自然発火

は未だ起って居ない．作業停止後未だ1ケ平を
鋪’表シロザ群蒋

経過せざる部分に於て己に第1表の様なシロザ

群落が兄られ↑二・更に共の下方には第2表の;雛

なシロザ，ホソバ，ハマアカザ，メヒシバ群落

がｲiz在するが，海岸より直線距離8kmを距て

しかも2-3ケ年j2L上経過し↑ことは思えない処

に此の様な純然ﾅﾆる海岸柚物が優勢に現れて居

るのは興味がある．同じボク山の南側3－4ヶ

年を経過し↑二処には堀3表の様な満さ2mにも

途する兄那なシロザ群落が存在する．史に5－

6ヶ年化経過し↑二と恩はれる部分の南斜而には

雛4表の様な之等とはWi趣を異にし↑ニヒメムカ

シヨモギ，ハハキギク，ノビエ群落が見られる

かがハハキギク，ノピエのif在は祁当水分を含

む郡を示して鵬る．：史に北llIIlの瀧に近い10ケ年

以上経過し↑昌処にはススキ群落が認められ↑二が

遠硬郡水巻村，述奴砿業所錐1両松炭砿

ポタ1112×2m（1948.11.25)．

第2表

シロザ,ホソパノハマアカザ,メヒシバ群落

印
加
、

毎
○
Ｒ
〕
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●
●

つ
－
１
八
１

２
２
３

２
２
３
１
１

4

1

1

5シロザ

fごｱうふ｝
メヒシノ<

ノピエ

ススキ

カヤツリクﾟサ

4

2 ８
２
２

Ｌ
ｑ
ｑ
十

印
加
加
加十

同上表．
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第3表シロザ群落 近くに赤松林並に雑木林が存在するにも関はら

．ず木本柿物はｲﾇヂﾝｾｳの4-5年生のもの

以外には全然認められない．新しいボク山に最

iも杵迩に表はれるメヒシバ群然があまり発達し

，て居ないのは注意す可･き事実である．

（2）嘉秘郷二瀬町,二棚砿業所未高坑ボ夕山，

大;部分娯禍色粘土質の粘土碗のボクより成り岩

塊小さく傾斜綾く20つ-25.位である．高さ凡そ

．60m面砿3ha位で作業停.11:後7ヶ年以上を経過

して居りそれ以前己に下部よりにI然発火を起し

］ri上附近では今尚燃焼を続けて居る．此の燃焼

せる処より3m位下方即ち燃焼後1－2ヶ年を

’経過した処には巳にメヒシバの純群落がよく発

速し，次雛に下方に降るに従ってヒメムカシヨ

モギ，シロザを混じ之は次沈にシ画ザ群落とな

り更に之にカナダアキノキリンサウ，ススキ等

居る．節5表は此のボク111の束南面''1央部を稲降つ

シロザ群落を為し燃焼後4－6ケ年11>:経過し↑ﾆ処と

鶏’ に雛
方形区恭妙

植物

'｜IlmlⅣlv

|§州:l1ll司
⑩
”

１シロ ザ

ノピエ

同上表．

弟4表

上メムカシヨモギ,ハハキギク,ノビエ群群
一一一●－一一一‐‐~､戸一

－－

職．。’
ヒメムカショモギ

ハノ、キギク

ノピエ

メヒシノぐ

ｼﾛザ

ノゲシ

同.L表．D史に之にカナダアキノキリンサウ，ススキ等

を生じ麓の緩峨斜地にはススキ群落が発達して居る．節5表は此のボク111の束南面''1央部を稲降つ

ﾅﾆ処より麓附近まで調査し↑こ結果でメヒシバ，シロザ瀦客を為し燃焼後4－6ケ年1,>:経過し↑ﾆ処と

胆はれる．此のボク山は一般に植物の生育良好でシロザは2m位に達しメヒシバもllli嘘な発育を為

して居る．

(3)川川市,三井H1川砿業所第2坑ポ夕山尚さ約70m而械凡そ17ha傾斜約30.の主として粘土画のボ

クより成り碓化木も可，なり含･んで居る．約3ケ年以前より作業を停止し又同然発火を起し一部燃焼

し↑こ'11である．ルヒのボク山の頂上附近の殆んざ平辿な処に於て訓査しﾅﾆ紬)|“メビシバ，ノビエ群

落（雛6表）で作業停止後3－4ケ年位経過しﾅﾆ処と凪はれる．巳に若干のススキが認められるの

は注意す可きである．史に之に接しﾅﾆ約10-12ケ年位経過しﾅﾆ部分の]頁上より少し降つﾅﾆ東糞北面

傾斜約30.の処を上方より下方に測つ↑二結果は弟7表の通りで可成り密生し↑こススキ群落である．

（4）’11川市，野上砿業所の廃坑のボク山，10ケ年以上径過したボク山であるが大部分弟8表に見

る獄なメヒシバ群落である．ススキは点盈役人せるに過ぎず木本植物は全然兄られない．Iﾘiらかに

燃焼しﾅﾆ形跡があり土竣はよく風化して居るにも関はらず械生の発遼が幼碓なのは燃焼後の年月が

浅い事と水'11111に孤立して居る為であろう．

(5)'11川郡添川町,西添'11駅;東{1111のボク1114－5ケ年倣経過しﾅﾆ部分には雄9表の機なﾒﾋｼバ

群落が認められ'0ケ年位経過し龍処には銘10表のようなススキ，メヒシバ，ヨモキ群落が発述して

居り，イ11れもススキ，メヒシバ，ヨモギ，ハマエノコロを主として居るが前村にはメヒシバ4．$に多

く後若にはメヒシバの外にススキ，ヨモギが優勢でメヒシバを主とする群群よりススキを主とする

－4－



弟5表 メヒシパ，シロザ群落

mlⅧ｜ⅨlXlnlⅧIⅧ｜X

]_8l4C

粥偲郡三瀬町，二瀬砿業脈末商坑ポタ1112×2m（1948.10.21)．

第6表メヒシバ，ノピエ群群 群落への移行状態を示して居る．

メヒシノ<

ノビエ

ススキ

スズメノチャヒキ

ヒメムカレョモギ

ノゲシ

ハノ、キギク

イノ、ニガナ

|陣L皇
（6）*I'i屋郡勢I！11村，高'11砿業所ポ夕山現在投

棄作業を行って居るポタ111に接して作業停止後

約10ケ年位経過したものと約20ケ年以上経過し

ﾅﾆものとの2ケのボクlliがあるが，前者は内部

に相当の熱を有して勝るも未だ自然発火は超ち

か，後者は自然発火を起し己に一部は燃焼を経

り今尚燃焼を縦けて居る処もある．前者即ち約

10ヶ年を経過し↑ﾆポｸ山は手選叉は水選に依る

111川市，田川醗業所蛎2坑ボク1112×2m 選炭ボ夕より成り岩塊小さく殆んざ頁岩より成

（1948.11.9)．
って風化も割合ひに進んで居る．然し龍の似i斜

地に僅かにススキ群群が認められるのみで南面の大部分は7－8年生位より1年生のクロマツ其の

他が‘蝋左散生し、上附近及び東面並に北面は砧んざ裸地の催で極めて稀にヌルデ，クロマツ，ヘク

ソカヅラ，ノケシ，ヒメムカシヨモギ，メヒシバ，マツヨヒグサ等が点在するに過ぎない．錐11表

は其の東南糞而の粒より上方へ洲査しﾅﾆ結果でハルタデ，クロマツ群落である．第12表は南側の髄

で測つﾅﾆものでススキ，ヌルデ群落を為して居るが，共の上･かは上述のハルタデ，クロマツ群落に

似ﾅﾆｸ面マツの群藩に変り下方の綾傾斜地には”3表の概なススキ，マツヨヒグサ群落が認めら

＃しる．車本ｷI{〔物の群藩の発達が幼碓な判にクロマツの搬な水木械物の淵:落が催.入して居る事は他の

ボク山に見られない職色である．之は此のボク山が松林I{Iに在って直接之に接し種子の飛来が容易

な為であろうが〕に水枕物の発進が悪いのは注意す可きである．約20ヶ年以上を経過しﾅﾆ方のボク111

は現在燃焼しつつある附近にはメヒシバ群落叉はメヒシバ，ヒメムカシヨモギ群落が認められ更に

メヒシバ，ススキ群落を経てススキ群藩に続いて居る処もあるが大部分はア′カマツ又はクロマツが

盛んに催入している．難14表ススキ，アカマツ群落は此のボク山の11〔上附近より北東側下方へ向っ

て訓査し↑二結果でアカマツは6－9年生のものが多く共の生長も良好である．

-－－5－－



第7表 ススキ群霧

’’
方 形区番妙 頻

度
一
ｍ
叩
釦
釦
釦
釦
幻
如
如
”
ぬ
ｎ
℃

蝿
雄
一
“
”
叩
叩
醒
叩
叩
叩
十
十
十
十
十

枕物名

'’1｜Ⅱ｜ⅣlvlmlmlⅦlxlx
5 ４

十
５
２

4

1

1

４
十
４
１
２

5 5

1

３
２
２
１
＋
十

キ
ギ
ク
バ
ロ
ナ
サ
サ
ギ
シ
ギ
ナ
ル

ギ
シ
コ
リ
グ
グ
垂
モ
ガ
識

ス
モ
キ
ギ
ノ
ゾ
ヒ
ジ
ル
ゲ
ョ

ニ
ン

山
ソ
エ
ヨ
．
◆
、

ノ
ヤ
ン
ウ
シ
モ
ム
レ
ノ

、

ｏ
ｒ
ノ
ン

メ

ス
ヨ
ハ
ギ
キ
カ
マ
カ
ヒ
ノ
ヲ
ツ
ナ

５
十

1 1十 ＋

２
十

＋

１
１

十 十
十
＋
＋
１

十 ＋
＋

十 十
十
十

十

＋
＋

＋ 十
十

の

十
十

十

同上表．

（7）粕園I|I志免町，111常炭坑（廃坑）ボク山

約15ケ年以前採炭を停止しﾅﾆ廃坑のボク山で手

押しに依ってボクを投莱堆献しﾅﾆもので上部は

平埋状を為して居る．一部は今尚燃焼を続けて

居るが大部分は巳に燃焼を経つﾅﾆものの様であ

る．南側頂上附近の綾傾斜の処に第15表の様な

ススキ，テリハノイバラ，ヨモギ群落が見られ

ススキは祁当密生しテ.リノ､ノイバラ，ヌルデ，

スキカヅラ等の瀧木も可成り俊入しているが，

赤松林に接しているにも関はらずア刀マツの侵

入が見られないのは上記商|:11砿業所のポタ山に

比し著しい対照を為している．

（8）粕屋郡志免町志免砿業所第5坑ポ夕山頁

矯及び砂端より成り商さ約70m而秋凡そ10ha傾

斜30,-35°位で作業停止後15ケ年位経過し↑こポ

夕山があるが，其の大部分は巳に燃焼を絡り一

部には今尚燃焼を続けている処がある．柚生は

鋪8表メヒシバ群藩

擁""|了滞f詩Tl|篭|：
鯵雲琴全lWlil:|に:’

⑩
⑩

１

田川市，野上職業所‘"廃坑のボク山2×2m

（1948.11.9)．

第9表メヒシバ群藩

熱’ ’||裳
方形区番拶 頻

度
植物

KlIlIlⅣ

１
１

２
３
十
・
２

22 ５
β
５
５
β

１
０
０
０
０

お
妬
お
お
妬

（
ロ
ギ
キ
サ

コ

グ

シ
ノ
ヒ
エ
モ
ス
ヒヨ

マ

”
〆

○
〆
ハ
ヨ
ス
マ

2 十

2

’

田川郡添田lI1j｡，西添田駅東側のボク1112×2m

（1946.12.5)．

－6－



ススキ，メヒシパ，ヨモギ群落鋪10表

’
方形区番号 頻

度
被
度
平
均

植物名

’IlIlplWlV Ⅵ｜Ⅶ｜Ⅷ

414
４
２
３

郡
如
噸
恥
唖
叱
咽
叩
“
十
十
十
十
十
十

釦
的
錨
犯
妬
お
お
喝
喝
妬
妬
姻
過
過
遍

5メスキ

メヒシノ<

ヨモギ

ノ、マエノコロ

ヒメムカシヨモギ

ヤクシサウ

コニシキサウ

エノキグサ

ノ、ハキギク

マツヨヒクﾞサ

カタバミ

キツネノマゴ

ャノ、ズサウ

ノゲシ

クウゴマ

２
２
２

4

４
２
＋
２

３
３
３

2

2

4一
一
十
十 2

２
２

十
十
十
十

十

十

十
十

同上表．

ハルタデ，クローマツ群落朔11表
一一一

N｜Ⅷ｜ⅢIIB

1

2

８
８
５
２
１

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０

０
０
．
０
０
０
０

９
６
３
１
１
１

＋
３１

９
０
４
●

1

3

11111111

デ
ッ
チ
キ
ギ
ッ
モ

タ
マ
ヅ
ヨ
マ

コ
ス
池

ル
ロ

ム
カ

ノ

メ

ハ
ク
ヰ
ス
ヒ
ア
Ⅱ

＋
２

十十

ﾈ''1厭郡勢lIIj村，高田砿業脈ボク1112×2m（1948.11.10)．

燃焼に依り史新されて新旧稚盈の械物群然が混

在している．鋪16表及び鉱17表は燃焼後余り年

数を経て居ないとﾉ8はれる処の群藩で朴掩メヒ

シバ，ヒメムカシヨモギ，キンエノコロ群落及

びメヒシバ，ヒメムカシヨモギ群落と云うこと

が川来る．第18表は之等の下方東面中央部以下

－7－



銘12表ススキ，ヌルテ群落 銘13表ススキ，マツヨイグサ群落
ー －J一‐

“崎lT滞除’篭|：
1．41
1．01

由
Ⅱ
０
９
‐
０
Ⅱ
Ⅱ
■
０
０
日
Ｆ
Ｉ
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
Ｂ
Ｅ
ｇ
０
■
ｂ
草
０
■
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
■
Ｉ
‐
凸

３
十
２
十

４
２
３
２
４
２

Ｑ

の
叩
加
加
加
加

１
１

２
２
．
２
十
・
・
１
＋
・

３
２

１
２
．
十
・
十
・

1

●

●

十

1

1

1

的
印
加
叩
釦
印
如
加
、
幻

３
．
３
＋
＋
・

ススキ

ヌルデ

クロマツ

ヒメムカショモギ

ノゲ，シ

メヒシノく

マツョヒグサ

テリノ、ノイパラ

アキノキソンサウ

アキノノゲシ

キ
サ
シ
ギ
ク
ウ

スス

マツヨヒグ

クロマ

ヒメムカショモ

ハノ、キギ

アキノキリンサ

・
１
．
．
十
十
＋
・
・
＋

1 十＋

1

I

十

同上表 同上表．

スキ，第14表 ツ群落アカマス

被
度

凸
も
ク
０
口
■
夕

■
■
■
●
一
″
グ
ー

。
ｊｌ 顔
度XI｜Ⅷ｜Ⅲ

一

２
３
２
十
・
１

恥
却
唖
哩
叩
哩
叩
叩
十
十
十
十
十

叩
印
知
印
釦
”
如
幻
如
加
旧
叩
叩

１

２
５
１
１
・
十
・
１

３
３
１
４
・
１

５
１
２

３
。
２
４
２
十
１
。
十

３
．
１
４
十
十
十

４
５
・
１

5ススキ

アカマツ

ョモギ

４
３
１

5

3 2

ラ
和
ギ
籾
デ
シ
キ
チ
リ
ッ

バ
モ
ド
モ
ス
マ

バ
．
１
ヨ
。
ｌ

ハ
麹
坐
癖
ル
ゲ
拝
ネ
ー

ノ

イ

ウ
ガ

メ
ル
ロ
ナ
ロ

リ

テ
藤
上
地
ヌ
ノ
ツ
ク
ハ
ク

1

十

十
十
＋

＋
＋

＋

十十 ＋
十十

十

十

十

同上表．

の燃煉後祁当年数を経ﾅﾆと思はれる処を上方よ

り下方に向って訓査しﾅﾆ結果でメヒシバ，ヨモ

ギ，ススキ群落である．叉第19表ヨモギ，スス

キ群落は約15ケ平を経ﾅﾆと忠はれる部分を上方

より下方へ洲つﾅﾆものである．之等の群落を池

蝿すればメヒシバを主とする群落がメヒシバ，

ススキ，ヨモギ群群を経てススキを主とする群

落に移行するjlk態がよく表れて居る．
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節15表

ススキ，テリハノイパラ，ヨモギ群落

第16表

メヒシバ,ヒメムカシヨモギ,キンエノコロ群落

-琴侍寺|篭植物名

咽
率
叩
叩
十

５
２
２

４
４
４
１

４
４
３

メヒシノぐ

ヒメムカシヨモギ

キンエノコロ

ノピエ

スズメノチヤヒキ 十

同.1入茨．

錨17表

メヒシバ，ヒメムカシヨモギ群解

’
方形区呑拶 平被

均庇
植物翁

I｜I

』
①４
１
２

５
４

５
５
ｐ
万
５

４
２
１
０
０

１
１

ｵ曜郡志免011.,m樹炭坑（脆坑）ボク山2×2m

（1947.11.11)．‘ 粁l脇郡志免町，志免峨梁所第5坑ポタ山
2×2m（1947.1【、11)．

卸.I18表
一一一一一一

メヒシバ，ヨモギ，ススキ群群
一一

－－●一■一一一■－÷■bー一句一一＝＝■一一二-一一一一一や－－凸
－－－

|T
'5

躍|：
方形

枕物猪
ー－－－で一一口一

IlIlW IlmlV ､

５
１
＋
１

４
１
＋
５
３

5

1

３
２
１
４
４

４
２
３
３
２
３

ｐ
３
Ｊ
〃
３

３
２
２
１
１

叩
兎
印
沼
田

バ
ギ
キ
ギ
ロ
モ
コ

ヨ

シ

モ
ス
ル
封

ヒ

ムメ
ン

メ
ヨ
ス
ヒ
キ

４
３

２
２

1

3

１
１
１
１
１
１

７
０
３
３
３

６
６
１
１
１

I あ
る
２
Ｊ
ｊ

Ｏ
０
０
０
０

スズメノチヤヒキ

マツノfゼリ

センダンク。サ

アキノノゲシ

ハハキギク

十 十

1 1

1 １
１
ｑ
ｑ
十
十
十

ｼﾛザ

アソカモジクﾟサ

スズメノヱンF1ン

ノゲ．シ

ギシギシ

７
７
７
．
７
７

４

’
同上表．
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第1図 同上のススキ群落
趣… 3､

第19表ヨモギ，ススキ群落 卵20表ススキ，カラスノヱンドウ群落

1

瀧“、|‘稲禰γ||蕊|：
方形区稚拶 平被

植物縞
I’Ⅱ 均疫

!；
スエキ’414114．0Ｆ

Ｄ
Ｑ
〕
（
己

３
５
１

５
４
１
１
１

４
４
１
１
１
＋

３
４
２

叩
叩
、
如
如
如
加
釦

１
１
１

ギ
キ
ロ
エ
バ
シ
ギ
ウ

ゲ
塞
永

．
ピ
シ

ノ
シ
ヱ

モ
ス
ノ
コ
レ
ヒ
ノ
カ
ノ

エ

キ
弘
幸

ン
ノ

ヨ
ス
キ
ナ
メ
ア
ヒ
ス

31313．0カラスノヱンド'ン

2111．0アカメガシノく

2111．0アカマツ

アキノノヶシ｜＋’’1110．50．4

0.5Iミミナグサ＋
＋

＋

0●51ヲガノレカヤ十

ツルアヅキ｜‐1‐ 十＋ 十

同上表． 粕屋那瓶悪村，志免砿業飯錐4坑ポタ山

2×2m（1948.4.27)．

（9）粕屋那須悪村，志苑砿業所弟4坑ポ夕山高さ約70m傾斜30勺-35.,職凡そ7haのボク山で

頁岩の外砂岩を多壁に含んで居る．作業停止後20ケ年以上径過し↑こと称せらるる部分が朴I当あって

多くはススキ群落（鋼1図）に樋はれて居る．大部分は燃焼し↑こ形跡があるがそIi'しの無い処も局部

的に散在して居る．一部にはヱンドウ，ソラマメ，ツルアヅキ，ジャガイモ，タマネギ等或は麦類

其の他の盤作物が栽培されて居り，更に一度排作され↑こ跡地に11I来↑こ群蒲もある．叉一部には昭和

15年（1940）に植栽され↑こ柿がよく生長し雄に近い部分にはアキグミ，ハゼノキ，アカメガシバ，

カマツカ，アカマツ，クロマツ，ノブドウ，ヌルデ，テリハノイパラ，ツルウメモドキ，イヌザン

セウ，ヤマハゼ，ヘクソカヅラ等の継木の侵入も認めらI|'しる．ツルアヅキ，コスモスが野生化して

よく生育している処もある．此のポタ山の東側雌より粘上つﾅﾆ処に於ける群季及び秋季に於ける柚

－10－



第22表

ススキ，ヒメムカシヨモギ，メヒシバ群落

第21表

ススキ，ツルアヅキ群落
一一垂一・一-2－－－=一一一一一

樋"”’箔|子濡箭Tl|鰯|蔓 rff需箭Tl|麓|：柚物名

ススキ

ツルアズキ

（カニメ）

"'1.6 叩
、
叩
印
⑩

β
ゐ
ゐ
β
β

３
１
１
０
０

５
十
２
２
・
１
１
・
十

４
３
１

４
３
１

３
２
１
。
４
．
十

４
２
１
３
１
２
１
．
１

1”

歪’
1.｡’の
㈹
如
印
印
如
⑩
加
加
加

１カスマグサ

ヨモギ

クスノキ

メヒシバ

アキノノケシ

0.6160

０
８
４
２
２

●
●
●
●

１
０
０
０
ｑ
十
十
十

0.4140

１
．
十
・
十

鞭1ヒメムカショモギ

加
加
加
加’
十
十
十
十

オホマツヨヒグサ

マツバゼリ

カグバミ

ノゲシ

十

十十

同上表（1948.10.20)．(1948.10.20）同上表

第24表

ススキ，オホマツヨヒグサ群落

銘23表

ススキ，ヨモギ’カラスノヱンドウ群落
－

鞠”’ ’
方形区恭･渉

篭|侭枕

IlIlnlⅣ’ V

的
⑩
叩
的
叩
釦
如
一

β
４
４
２
β
ゐ
ゐ
｛

２
２
２
１
０
０
０
－

１
３
３
１
１
１

３
３
２
。
＋
１
２
・
十
十

４
２
３
２
＋
１
１
。
＋
＋

２
２
２
３
１

４
２
２
＋
１
十
・
・
＋
十

ススキ

ヨモギ

カラスノヱンドウ

ヌルデ

ミミヅーク･サ

ヤマカモジグサ

クスノキ

ァカマツ

ノゲシ

タチイヌノフク･リ

同上表（1948.4.27)．

皿
十
十
十
十
十

1

十

加
叩
印
⑩
如
加

生状態は第20-22表の通りで各欠ススキ，カラ

スノヱンドウ群落,ススキ，ツルアヅキ群落，

ススキ，ヒメムカシヨモギ，メヒシバ溌客と称
わ

する事が出来るがｲ'りれもススキを優占種とする

点に於ては変りがない．難23表は之より鞘離れ

ナニポタ山のrII央部東側の柿生でススキ,ヨモギ，

だ裸地)|k態の処が残っているがこれより少し降

グサの疎生群落が表は#Lメヒシバの様な1年生

は注意に価する．其の下方の雄附近にはワラビ

＋
＋マツバゼリ

藤麺1和

オホマツヨヒグサ

＋
十十

十

－

、上表（1948.4.27)．

カラスノヱンドウ諜客である．此の頂上附近には未だ裸地)伏態の処が残っているがこれよ

つﾅﾆ処には鋪24表に見る様なススキ，オホマツヨヒグサの疎生群落が表は#Lメヒシバの秘

柿物の代りにススキが妓初の佼入者となっているのは注意に価する．其の下方の雄附近に
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I

邦26表ワラビ，ヨモギ群落
一一b△、■一一ｰ一一●一一一一

銘25表ワラピ，ススキ群落
一年g一一一一一=－ ．句●一

一一一一一~一一←』字一一一一一一一一一一一一一一一七一

'““'二竿f二’’|竿秤
被
度
平
均

被
度
平
均

枕物名

－

一

印
如
如
唖
、
唖
叱
叱
叱
十
十

５
３
１
２
１
１
１
１
１

２
２
十
十
十
十
十

５
３
３
１
１
＋
＋

ワラピ

ヨモギ

ミミナグサ

マツバゼリ

ノゲシ

ヤマカモジグサ

ヒメゴバンサウ

ノポロギク

カスマグサ

ピ
キ
パ
ギ
キ
ギ
サ
ザ
サ
ペ
・
ミ
ー

グ

ヅ
垂
グ
ヒ
コ
バ

シ

ラ
ス
モ
ア
池
マ
ロ
報
ハ
タ

ヨ

ヒ

レ
ム
ス
メ

ホ

ワ
ス
メ
ヨ
ッ
ヒ
カ
シ
オ
コ
カ
ー

凸
Ⅱ
１
０
■
■
Ｕ
ｑ
ｄ
９
６
９
．
。
１
８
０
■
Ｂ
ａ
９
．
９
．
１
０
凸
９
■
９
０
面
Ⅱ
Ⅱ
１
８
１
．
０
日
Ⅱ
９
０
Ⅱ
Ｉ
０
Ｌ
０
。
■
■
■
Ⅱ
■
■
日
日
■
０
０
８
－

－ －－寺一一

十

|副上表（1948.4.27)．
十

(1948.10.20）同上表

の群落が励淵軸に認められるが（弟25-26表）

ワラピ，ヨモギ群落は耕作の結果二宛'1勺に111来

ﾅﾆものである．叉赤松林に接してアカマツ，ヨ

モギ群落（鋪27表）が表れて居るがやはり耕作

跡地である．以上の様にﾙﾋのボク山には励釧19

には可成り異なつﾅﾆ群群が認められるが，大体

に於てススキを主とする刑Ii安定しﾅﾆ群藩と云う

事が11{来る．

（10）祁岡市‘13飼町.早良砿業所脈116炎坑(廃坑）

ボク111尚さ10m位面械凡そ0.3haの上､i平坦状

の極めて小さいボタ山で平坦地に孤立し20ケ年

以上経過し↑二ものであるが，木本柚物の使入は

全然秘められが殆んごススキ群落を以って或は

Iに於ける械生ﾙﾊ態でススキ，メヒシバ群落と称

雛27表アカマツ，ヨモギ群群
一一一 '－－

|蕊
lizo

ilf：
||；|｜＋
il羊
'’十

’
方形区呑抄

杭物名

lKI

アカマツ

ョモギ

オホマツョヒク･･リ

ワ ラピ

ススキ

ノゲシ

ヒメムカショモギ

ヒメコノぐンサウ

ミﾐナグサ

カスマク･サ

２
２
２
２
＋
＋
＋
＋
十
・
＋

２
２
１
・
１
＋
＋

同上表（1948.4.27)．

箱に或は粗に覆はれて居る．弟28表は上部の平坦部に於ける械生ﾙﾊ態でススキ，メヒシバ群落と称

することが出来る．此のボク山は相当古く且つ風化も進んでいるにも関はらず木本械物の俊入が認

められないのは平坦地に孤立し種子の飛来酒困難な為であろう．

考察

ボク山に以上の様な諏釧上多な群藩が表はれているのは典の土製催件が前述の様にhj州11に伽ご

しく異って異和を呈する納果であることは勿論であるが，叉一方ｲiりれも遷移の初期に在って急速な

発途を遂げつつある為である．しかし乍ら比較的新しいボク山即ち7－8ヶ年以下の処に表はれる

－12－



メヒシバ群藩鋪28表 スキ，ス

一 一一一

’篭|：
区恭一号

vlwlvIlⅧlKlx

形
一
Ⅳ

方

IlIl
植物積

、1
513 如

加
釦
釦
幻
幻
幻

邸
哩
叱
十
十
十
十

23

1

5

1

３
２

4

1

4 2

キ
バ
バ
リ
ギ
エ
デ

シ
シ
ヒ

シ
ギ
ヤ
ノコ”
鐸

ス

ヒ
ウ
ガ
ウ
メ
レノ

，
！
‐
ヤ
ガ
ズ

ス
メ
ギ
イ
ク
ス
ハ

３
．
十

３
．
十

31』
＋

．｜

・’
十I

十
十

(1948.11.25）祁岡市,いり町，早良砿業研凧岡炭坑ポタIII2×2m

邦30表広義のシロザ群落

（3ヶ所平均）

邦29表広義のメヒシバ群落

（8ヶ所平均）
や一一一一一一一一己

’’
被
度
不
均
顔
腿

や

生
派
形

柿物縞 枕物名

埋
唖
・
恥
恥
曝
唖
唖
呼
唖
恥
恥
唖
唖
唖
唖
皿
皿
十
十
十

叩
だ
“
印
お
鍋
妬
印
犯
お
Ｂ
犯
旧
咽
唱
喝
過
過
喝
週

１ 麺
唖
恥
恥
岬
十

、
銅
調
⑩
銅
調

１

１

“
躯
“
“
Ｐ
地

シロザ

ホソバノハマアカザ

メヒシノく

ノピエ

ススキ

カヤツリクﾞサ

“
錘
Ｐ
躯
躯
躯
Ｐ
皿
躯
皿
“
“
Ｐ
Ｐ
皿
“
躯
Ｐ
躯
Ｐ

ｌ

バ
ギ
キ
ザ
ロ
ェ
ギ
キ
ク
リ
ロ
シ
ノ
ウ
サ
サ
シ
サ
ナ
ゥ
シ

〕
》
ス
ロ
ー
ゼ
モ
《
》
哩
一
ゲ
ー
封
》
一
心
》
》
母
シ

ジ
ヵ
ン
ギ

メ
ン
率
ハ
ツ
マ
ナ
リ
ツ
ン
キ
ヲ
ノ
ズ

メ
ヒ
ス
シ
キ
ノ
ョ
ス
ハ
マ
ハ
ノ
カ
キ
マ
セ
ア
ア
ィ
ス
ギ

群落は鋪5，6，8，9，16，17，18表の櫛にメヒシ

バを主とする群藩と，節1－3表の様にシロザ

を主とする群落とに分ける蕊が川来る・前者を

庚義のメヒシバ群落事後者を庚義のシロザ群落

とし前者を一括すれば第29表の様な榊成)伏態

となり，之は燃焼跡地に股も急激に表はれ燃焼

を起して居ない処にはそれほざ著しく表はれな

い．之に反し広義のシロザ群落は第30表の様な

組成を有し発火を起して居ない第1商松炭坑に

よく発達し，発火を起しﾆﾆ瀬砿業所末高坑の

*錐4表上メムカシヨモギ，ノ､ﾉ､キギク，ノピエ群落は炭義のメヒシバ群落"1型と見て之Iこ入れる．又錐

群叢，群叢等の群落単位は詳細な比紋研究を極た後に川ひる郡とする．

－13－



広義のススキ群落（16ケ所平均）瀧31表
一

－

’’純：淵|”畔
頒
度
一
却
嘩
嘩
嘩
“
“
“
“
“
“
“
“
“
“
Ｉ
陣
Ｉ
吟
ト
レ
Ⅳ
レ
レ
ー
陣
ｌ
陣

平被

均度

平被

均度

生
活
形釦

；
篭
！

柚物縞枕物柄

車
アカメガシバ

ギヨウギシバ

スヰカヅラ

ヘクソカヅラ

コニシキサウ

ノ、マエノコロ

シロザ

ヤクシサウ

ヲガルカヤ

ナルコピエ

藤麺1籾

ｴﾉｷグサ

ノゲシ

スズメノヱンドウ

ノミノツプリ

スヰバ

カウゾリナ

カモジグサ

地衣麺1和

マツバゼリ

ミ
デ
ウ
ウ
ギ
ナ
ル
ゴ
ウ
マ
キ
チ
リ
サ
リ
ペ
ク
リ
ギ
ェ

ド
モ
ス
グ
沙
コ
ギ
ッ
ヒ

サ
サ
モ
ガ
》
マ
サ
ゴ
径
ネ
ヤ
処
伺
ハ
ボ
ガ
ズ

バ
タ
ン
ン
ヨ
ロ
○
１

コ

ア

ノ

ニ
ン
ノ
ズ
・

ダ
ル
岬
卒
．
。
、
ネ
レ
ノ
、
ウ
ウ
ガ
ヵ
ウ
メ

、
ノ
ン
ツ
ノ

ル
ロ
ナ
ン
チ

キ
メ
ー

カ
ハ
ア
ヒ
ヲ
ツ
ナ
キ
ャ
タ
ツ
ク
ハ
セ
タ
コ
ノ
イ
タ
ス

十
十
十
十
十
十
十
十
＋
＋
＋
＋
十
十
十
十
＋
十
＋
＋

Ｉ
Ｐ
Ｐ
皿
Ｐ
“
Ｔ
“
嘩
証
Ｐ
“
皿
皿
Ｐ
Ｔ
皿
皿
Ｔ
ＰＩ

ススキ

ヨモギ

メヒシバ

ワラピ

ヵラスノェンドウ

ァカマツ

ヒメムカシヨモギ

テリノ、ノイパラ

ヌルデ

オホマツヨヒグサ

ッルアヅキ

カスマクﾞサ

キンエノコロ

マッヨヒクサ

クスノキ

アキノノゲシ

ミミナグサ

クロマツ．

ヤマカモジグサ

ハハキギク

１
１
“
皿
、
“
、
唾

０
０
０
０
０
０

:二’
ｍ
ｑ
ｌ
ｌ
ｌ
引
釧
－
１
釧
川
ｌ
ｌ
門
別
１
１
列
。
１
１
１
４
‐
ｌ
‐
ワ
ー
‐
‐
ｌ
‐
０
ケ
ロ
７
Ａ
）
〆
◎

２
２
２
Ｊ
Ｊ
Ｊ
４
Ｊ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

Ｏ
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｏ
Ｏ
０

８
７
３
７
０
７
５
０
７
７
７

●
●
●
●
Ｑ
●
。
●
●
●
●

偲
旧
釧
旧
お
肥
諏
奉
旧
肥
肥ABlOP6

ポタ山では広挺のメヒシパ群落の表はれﾅﾆ後に旺嘘な発述を途げて居る．イ11し此の関係は他のボク

山にも一瞬19に表はれるか否か,.更にボク山の燃焼と其処に表はれる植生との間の関係に就いては

尚多くの場所にて調査研究する必要がある．広推のs/ロザ群落は利瀕数械めて少く，僅かに6称坤

でススキを除き総て1－2年生植物より成って居るのに対し広義のメヒシバ群群は利測数20極を

数え14秘（70％）の1－2年生植物と6種（30％）の多年生1V〔本柿物とを含んで居るが未だ両新

共に木本植物の侵入は認められない．称古いポ夕山即ち約10ヶ年以上を経過しﾅﾆ処に表はれる群

落の内雛7,10,12-15,19,20-25,28表に見る様なススキを主とする群藩は一括して度義のスス

*掌調交個所の少ぃ事も共の原因と老へられる．

＊生活形は従来の慨例に従って次の様に分けた．

AB＝1～2年生章本，P＝多年性草本，LS＝蔓性瀧木，ST＝亜綜木，T＝喬木．

アンダーライン＝蹄化並に逸出植物（錐29,釦，32表も同じ)．

i(4

－14－



＝

鰯 32表広義のススキ，メヒシバ群落（28ケ所平均）
一｡－－－－－，■■.‐,■■■Pロゴーームー＝一一･晋一一寸管==一己－凸■■ロﾛ一・一~巳-画宮＝一章専一.●一・一一一‐･~'＝凸=~一＝三ﾆｰﾓ弐二世企･一~~■･一口－－－－口－1－■=一色『ー~=－
ー－－－一－－－－－●－－－幸一

皿哩iJ重|墓|茎l塗_翌卯#|”|”、墓1重照
、
犯
如
如
一

〃
２
〃
β
一

１
１
０
０
（

’
78.6

60〃

42.9

種
サ
ミ
ウ
ウ
サ
ナ
ギ
ナ
ル
ゴ
ゥ
マ
キ
チ
リ
シ
リ
ペ
ク
リ
ギ
エ

グ

グ
サ
サ
．
ド
モ
ェ
ギ
フ
コ
ギ
ツ
コ
ヒ

ジ
バ
ン
ン
ク
ガ
モ
ガ
鐸
マ
サ
ゴ
モ
ネ
ヤ
ロ
ヤ
ノ

ー

ョ
ノ
ズ
ノ

瀬
モ
（
判
”
二
二
・
》
ネ
メ
ガ
ウ
メ

、
ウ
ウ
ガ
シ
程
ハ
ボ
ガ
ズ

コ

衣
鋤
タ
コ
ノ
、

メ
キ
ヤ
ノ
ト
ル
ン
ッ
ノ

ル
ロ
ナ

チ

地
ア
カ
ヒ
ア
カ
イ
ヲ
ツ
ナ
キ
ャ
タ
ツ
ク
ハ
ギ
タ
コ
ノ
イ
タ
ス

ミミナグサ

マツバゼリ

ヤマカモジク・サ

アカメガシハ

ハルタデ

ギヤウギシパ

ス・ヰカジラ

ヘクソカヅラ

６
６
３
１
１
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
０
●
●
●
●
●
●
●
０
●
●

３
３
４
７
７
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１

モ
ド
パ
ー
ト
ｊ

キ
バ
ギ
ギ
ザ
ピ
ロ
ウ
ツ
ラ
デ
エ
サ
ク
キ
サ
サ
キ
ツ
マ
ザ
キ
画
シ

ノ
エ
ノ
ル
ピ
》
》
恋
妙
》
》
マ
密
カ
ノ
ね
．
〃

コ

ス
》
モ
》
ロ
ラ
エ
シ
カ
ハ

ン
マ
イ
ー

メ
ン
ラ
リ
鋸
ハ
ル
ス
温
御
口
然
ス
ー
梨

ス
メ
ョ
ヒ
シ
ワ
キ
カ
ア
テ
ヌ
ノ
オ
ハ
ツ
カ
マ
ス
ク
ホ
ア
ク
ハ
ア

皿
皿
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十

０
０

ｌ
Ｐ
躯
Ｐ
“
“
Ｐ
細
郷
Ｔ
率
諏
“
Ｐ
“
細
細
Ｐ
皿
Ｔ
“
Ｔ
池
畑

67.91
1

釦
却
却
“

０
０
０
０

●
●
●
●

28.51
10.71
17.8

‘"’ 澗
副
‐
矧
制
唖
畔
就
岬
唖
‐
唖
唖
唖
皿

0.186
１
１
Ⅱ
Ⅱ
畑
Ⅱ
町
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
０
１
Ｊ
Ⅷ
Ⅲ
Ⅲ
仙
酬
Ⅷ
Ｍ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅷ
１
１
Ⅱ
川
Ⅷ
Ⅲ
Ⅱ
肌
Ⅲ
Ⅱ
引
例
ｌ
Ⅲ
肌
小
川
Ⅳ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
４
０
１
０
１
‐
０
’
０
Ⅱ
Ⅱ
■
■
ｑ
‐
‐
‐
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
・
’
Ⅱ
Ⅱ
Ｆ
１
０
０
ｌ
０
０
０
６
０
↑
‐
△
１
日
Ｉ
６
０
１
０
０
０
■
９
’
ｌ
日
日
“
Ｈ
Ｈ
Ｕ
ｌ
６
’
Ⅱ
９
６
．
９
，
０
’
厚
‐
凸
１
日
０
日
、
Ｉ
Ⅱ
１
甲
’
Ⅱ
１
４
１
０
‐
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
卜
０
‘
４
，
１
１
８
９

８
〃
３
Ａ
ｐ
Ａ
〃
β
β
３
３
ゐ
″
〃
ｐ

”
旧
必
副
泌
副
加
”
”
哩
哩
３
ｍ
旧
奉

ノゲシ

コニシキサウ0.16

0．15

0．14

l“1

，"’ ヤクシサウ

豊もダヲ家#｜
ヰノコヅチ

146
I

0－120

0.110

0.110

0p90

ヲガルカヤ

ナルコピエ

燕類1籾

エノキクﾞサ0.090

岬
蝉
哩
函
唖
伽

０
０
０
０
０
０

スズメノエンドウ

センダングサ

ノミノツヅリ

メヰバ

カウゾリナ

カモジグサ

キ群落と称する郡がIlI来る．弟26表ワラピ，ヨモギ群落，弟27表アカマツ，ヨモギ群落は耕作跡地

に表はれ↑二!|柵Uの群藩でlIIlも無くススキ群落に移行するものと考えられ，11.つ広義のススキ群蒋は

杵迦ヨモギを多1,1:に含むが故に之も広錐のススキ群落のl型と兄る事が出来る．これは耕通10ケ

年以.上経過し↑二処に表は奴る代表的ボタ111植物群落と見ることが川来，そのil1には相当密度の商い

群群も兄られ徐,2<に木本械物の侵入が認められるが，之は非常に緩漫で稲安定し↑二群落である．

共の棚!聯1k態は節31表の如くで60弧の柚物より成り共のIlj1－2年生柿物34菰（57％)，多年生

莱本ｲ1(〔物16郡（27％)，塑性瀧木4趣（7％)，亜喬木2和（3％）及び蒜木4菰（7％）を含んで

居る．
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一

広義のシロザ群落，広錐のメヒシパ群落及び広義のススキ群落を一括すれば銘32表の様になる*、

之を度義のメヒシバ，ススキ群落と称する郡が川来るか否かは尚多くの例に就いて訓在研究する必

要があるが，少くとも今側洲在しﾅﾆ純囲内に於ては広義のシロザ群落と広義のススキ群落とは土壊

係件及び械生の柵成"《態に於てｵ11当の祁述があるにも関はらず広義のメヒシバ排落を共の''''111にお

く事に依り互に連絡して居るものと譜える郡が川来るので，リ"定的に広錐のメヒシバ，ススキ群落

としﾅﾆのである．之は69師の被物より成り共の中1－2年生植物39砿（57％），多年生草本植物20

諏（29％）蕊性破水4諏（6％)，亜喬木2諏（3％)，喬木4靴（6％）を含み叉婦化並に逸出植

物11種（16％）を含んで居ろ．これより兄る時はポタ山の柿生は全休として疎生堆本柿物群落で麺

類数少く，且つ乾燥に耐える特殊な群落と云う事が11I来る．又此の群藩111に肢も多く表はれる種類

は何れも所調広布緬で且つこの附近に極杵迩に見られるもののみであり叉婦化h{〔物並に逸111植物の

多い事も興味がある．

第11表ハルダデ，クロマツ群落はメヒシパを全然含まずススキも極少並含むのみであり叉伴生植

物の諏額も広義のシロザ群落は勿‘耐広義のススキ群落叉は広義のメヒシパ群落とも大いに異なり，

今回調査しﾅﾆ柚物群落の111肢も異色のあるものであるが，其の原因が土製係1'1:に在るか，叉は他の

原因に在るかは尚充分洲在す可き問題である*噸．一般に木本械物の佼入は周囲のh{〔物群落と聡に関

係があって平坦地に孤立しナニポタ山は古い制合に木本械物の佼入が少く，之に反し松林'}Iに111来ナニ

ポタ山には其の俊入が容易の様である．然る時はハルタデ，クロマツ群群は松林Iljにｲf在する↑こめ

に比較的容易に木本植物の佼入を許し↑二とも考えられるが，松林に接し↑ニポタ111に於てもマツ麺

の俊入が見られない処もあって（第15表）之のみでは律せられない．一般にボク111に砿子が侵入す

る際にば諏子叉は稚謝が傾斜念なる↑二め土砂に埋没され，之は乾燥と共に械物の侭入に大きな障害

を為すものと考えられるが，この点より見る時は多数の且つ容易に撒布する諏子を生ずる草本植物

に比し木本植物の佼入がI剛|;なことは容易に額づける．今回洲査し↑二範囲内でば木本柿物は10ケ羊

位経過しﾅﾆ処に‘点凌表はれる
節2図シロザ，メヒシバ，ススキ，ヨモギの佼入1111線

しデゼ払愛老1八J,§刀、、I型〃＝〃TTに過ぎないが,ハルクデ,クロ

マツ群藩に於ては作業停止後

2－3ヶ年を経過して巳にク

ロマツが佼入して居るのは注

:砿すべきである．尚シロザ，

メヒシバ，ススキ，ヨモギの

ポタ111への俊入I伏態は第2図

の知りで岐初に催入するシロ

ザ，メヒシバは次ぎに侵入す

＊俸11表ﾉ､ルタデ，クロマツ群藩も之に加へた．

*掌ポタ111の土塊と枕'鬼との側係は'''品莞爾卿花のポダ111土製捌在の完了を待って考察する水とする．
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るスズキ，ヨモギが次第に密度を輪して来るに従って典の影をひそめて来るものである．尚前述の

様にシロザ，メヒシバは場所にも依るが|圧盛な生育を遂げて居り，叉クロマツ,アカマツ，クス（植

栽）等も祁当良好な生長を成して居る処が認められるので，ボク山の地味は必ずしもｿが悪ではなく

之等まﾅﾆは之等に似ﾅﾆ生育催件を有する植物はその稚怖のlIIlに迩当な保識を加えさへすれば造林必

ずしも困難ではないと考えられる．

摘 要

1．本懸内のボク山の総面秋は数千順に達すると推定され，一部は挫紗供の他に利｝l1されて居る

が林業方面より利j1jされている処は殆んざない．

2．ボタ山は1頃斜急;なる上甚だしく乾燥し且つ土製の風化不充分の処多く，殊に同然発火その他

により局部的に耕しく異相を呈し一般植物の侵入は容易で無く，限られ↑二植物のみ生じ，特殊な柚

物欺観を現剛して居る．．

3．今回調査し↑二28ケ所のボク山植物群落の111妓初に表われるものはメヒシバを主とする群落

と，シロザを主とする群落で之等は斗樋1－3ヶ年後に表はれ約10ケ年位経過するとススキ，ヨモ

ギ群落に変る．

4も木本柿物は杵迩ススキ，ヨモギ群落に初めて表はいるが，其の俊入は甚だ緩没で本群落はボ

ク山の代表的植物群蒋である．

5．今回調査し↑こポタ山の植物群落は全部で69柾の柚物より成り共の11J1－2年生植物39種（57

％)，多年生草本植物20種（29％)，木本植物10種（14％）を含んで居る．

6．ボク山の植物群落は初め1－2年生ﾎ{〔物が多いが次第に多年生草本植物が優勢となって来

る．此の群落に最も多く表はれる種類は所謂広布極で且つﾙﾋの附近に極く蒋迩に見られるもののみ

であり叉帰化並に逸111械物を比較的多く含んで居る．

7．自然発火に依る燃焼と其の後に表はれる植物群群との間の関係は尚調査を要する．

8．ボク山に於ける柚物の侭‘入)伏態殊に木本械物のそれは周囲の枕生と関係があると同時にポタ

山の土壌催件其の他とも関係があって雀↑ご複雑である．

9．木本植物の佼入は草本植物に比し甚だ困難であるが，一度佼入すれば其の生長は良好である

から迩当な樹甑を選定し充分な保識を加うれば造林は必ずしも困難とは恩はれない．

ｰ

支那油桐樹の根群の分布に就いて

蝋紙中島
塗
工 爾

支那油桐林を経営する上に柿栽lII順をざの位にしﾅﾆら良いか，或は施肥するには根元からざの位

の離れﾅﾆ処にするのが効果的か，と言うようなことがまだはっきり判っていない．此等の参考にと
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■ザ

一つ一一

考えて根の分布｝伏況を調査し↑こ・本調査に使)11し↑こ樹はWilImの一端に樹間約3メートル列''11約2

メートルの2列に植えられ↑二描群の東端の北側の樹であって，年輪数11,胸商間51センチ，樹商は

6.20メー1､ルあつﾅﾆ．根元から約1メートル牛離れﾅﾆ区域は1,11i凧として使月1されている．

訓査は根元から1メートルまでは全周，それ以上は鋪’図に示す様に’メー'､ル毎にx周を掘

って根を選び出してその生亜凱
○・一一一七一チゲ

（水にて土を良く洗い落し表面

星旦忽 が一部白く乾くのを待って）を
〆グー一一－－－－－
グ

、

測定し↑二・而して隣接木の根が
〃

、､､､g好｡
ジ

グ

jグ
グ

ィ .7ず、、 拡って混っている様には恩はれ、

ノ 、、
なかつ↑二・深さ別も調査し↑ﾆい

と忠つﾅﾆが土壊が埴壊土で飾

分けが川来ないので恩､い止つ↑二

が，大部分の根は50センチまで

位に分布し深いもので約1メー

トルに遼してい↑こが腐朽してい

るものが多かつ↑こ・

根は大根（径20.1ミリ以上）

中根(10.1-20.0ミリ）小根(5.1

-10.0ミリ)細根（5.0ミリ以下）

の4敵に区別して調査し↑二・但

し直根制Iの幹根は測定より除外

し↑二．
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根 の分布表
庫ユ1■L=△■、一一空'F＝､一ニーーマーー 全＝--夢一一.－一 一一、－

－

1,1い蝋’ |曇I~糸’
ノ〃

6.1～4m
〃

4.1～5m

〃

6．1～7m

〃

距離 2.1～31、
太さ
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10．1mm
一

20pmm

20.1mm

ー

’
蕊’ ’ ’ ’ ’ ’ ’

●

6,95220,179 21,296 1,400 一 一一

－

「夏司一雨rl
－ ー一一－一

’ ’二’’以
上

％ 40.5 2.8 一一

以上の表についてみれば根は2メートル区に最大であって

細根は大体2m区－5m区（1.0m-5.0m）に

小根は〃1m区－5m区（0.0m-5.0m）に

111根は〃1m区－4m区（0.0m-5.0m）に

大根は〃1m区－2m区.（0.0m-2.0m）に

分布していることが伺はれる．本訓査木は11年生で支那ﾊ11桐としてはﾅli年のものであるから，この

結果はM1･齢木の根の分･布とすることが川来る．従って植栽llIl隅は最少限6メートルは必要であるこ

とが本表並に第1回の樹冠投影図（最大枝張り2．7メー1､ル）から判る．叉肥料は根元からlm－

2mのIIUに施しﾅﾆものが股効果的であることも判る．以上笹だ簡皿ではあるが本邦でま↑こ支那ﾊ11桐

の根の分布について発表され↑二ものがない橡だからここに発表してﾊ11桐栽嬬を試みる人の参考に供

する次弟である．

ｰ一

ヒノキ挿木苗養成試験について

技伽i小森栄

1．はしがき

I州芸上では挿木による淵の養成は，極めて必要であるが，沓が国で，林業上に挿木茜を川うるの

は，スギとヒバである．スギの挿木苗は肢も需通であり，ビバ苗は播種によることもあるが，生長

がおそく養成期間が永くなるので挿木によることが多い．

一般に挿木苗は実生1?『に比べて，いろいろな特質を持っている．例へぱ

（1）挿木によれば･'3:樹の品質を其のまま伝えることができる．優秀な特徴を持つ林木の1W,秘は各

地方に多数あるが，共の母梱の純粋系統を秘子によって求めることは現在の林業では甚だ困難であ

るので，挿木荷のように栄養繁殖法によるのが確実である．

（2）挿木によれば，養1111i期間を短縮でき，施肥の必要もないので養成災は安価になる.

（3）実生苗に比べて名弧の被害に対する抵抗力が強い．
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要約すれば以上の3点が有利な↑こめ，立地の選択が迩当であれば，挿木辿林は非附に杵及性を持

っているわけである．

ヒノキが挿木によって発根することはよく知られているが,事業的には,養苗も逝林も少いようで

あるので,ヒノキの挿木1'Iliが山行1'"として油しているか,或いは邪業的に成立するかどうかを桧討す

る↑こめに,叉最近2～3年間ヒノキ師子の発芽率が特に悪いので,此の洲査研究をしﾅﾆわけである．

2．試験の方法

(1)．穂の採取

熊本営林局の分翻による本櫓と認められるものから，生長l圧盛な10年生位の母樹を選んでこれか

ら穂を取つﾅﾆ．（3月27日～3月29）

（2）秘作り

イ科11後直に流水に浸して，3年枝は25～35cm，2年枝は15～25cm，1年枝は5～10cm，の範囲

に勢定し，何れも全長のtを枝落して穂を作つﾅﾆ．

（3）薬品処1111

3～1年枝の全部の棚を夫掩3等分して

a・無処埋のもの

測駕纂縮難|に2州饗し”
（4）挿秘

（i）間陥

葉の表面を南面に向けて，側枝葉が相接触ずろ程度に挿穂しﾅﾆ．

3年枝は20cm×10cm

2年枝は12cm×9cm

1年度は9cm×6cmである．

（ii）抑方

抑穂は全部切返しをして，直挿,案内捧挿,満を掘って伏せる溝抑の3法で行い，全穂長の約4を

押した．（3月30日～31日）

（5）抑棚後の怖理

床地の乾燥と雑草の繁茂を防ぐため，かなり厚く敷藁をし，非附に乾燥した碓夏11寺の7～8月lIIl

に5回灘水した．日拠は施さない．

3．成績

挿穂後1年後に丁聯に掘取って，苗の状態を次の様に分けた．

' 一m一



ー 一 一

(1)発根したもの

A、R/T％，20％以上のもの

B、R/T20～7％のもの

C、R/T7％以下のもの

(2)未だ生活しているもの

D・癒ｲ癖U識の生じているもの

E・癒脇H識の生じていないもの

成絞
一一一

表

(2)生派しているもの’（1）十（2）｜枯死したもの｜計(1)苑根したもの

AlBlCl制。｜％lDlEl計｜％｜本数｜％lFl％｜本数

’
叩
の
叩

１
１
１

８
２
６

５
６
６

６
９
２

１
１

犯
創
麹

３
５
０

１
１
１

1

2

1

４
７
１

１
１
１

哩
記
型

８
３
４

４
９
７

血
挿

ａ
ｇ
Ｄ
ｃ

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

三

’ i’’ ’’雫|雛 ’ ’
６
９
７

５
５
５

９
１
９
１

７
７
５

９
４
０
１
１

０
７
２

３
２
３

４
３
１

１
１
１

“
“
網

100

100

100

４
６
７

１
１

５
２
２

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

６
９
４

５
５
５

叩
叩
叩

１
１
１

一
一
一枝
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－
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硬
印
”

”
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型
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9

妃
如
娼

６
５
４

１
１
１

３
４
１

８
７
０１

３
７
０

１
１

８
７
８

一
一
一

一
一
一

一
一
一一

一

１
１
１

緋
一
雄
“

年

枝
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叩
叩
１
１

ｍ
ｍ
ｍ
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叩
叩

年

枝
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上表の実紙表2.700本を要約すれば次のようである．
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８
６
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８
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８
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一
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加
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一
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４
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一
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一
一
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計 49 55 86 190 2【､1 161 15 176 19．5 3“ 40.6 534 59.4
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表一

堂一一可一一一一a一一＝＝ー

3年枝 2年枝 1年枝

iTnﾏｮー｢F－r5F
－

制． (1)｜(2)｜F｜師（1）’（2）lF

’Ｉ
ａ
ｑ
Ｄ
Ｃｌ ’’’’ ’

”
”
礎

28本
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23

８
２
７

５
６
６

”
、
叩

１
１
１

７
１
６

８
９
８

、
叩
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１
１
１

４
７
１

１
１
１

11

11

9

５
４
３

８
５
１１

２
０
７

５
６
５

● ｍ
ｍ
ｍ

ｌ
ｌ
ｌ

世挿

BbI1【X】 【〕11Ⅸ］

4611【犯

【X】I4E

【X）I4も

【〕I4611Ⅸ】

王
知

1”p

(3)枯ﾀしているもの

F、

R/Tの関係はキシロメーターの脈埋で測定．

癒傷＃11縦のｲj無は水洗後肉眼による区別．

枯死1Wの区別は肉眼判定．

4．結 び

（1）成紙

（i）上表によれば，発根歩合は，2年枝のものが成絞はよくて，順序は2年，3年，1年枝

の順である．

（ii）過マンガン酸カリ，及びヘテロキシンの効果は特に認められず，却て無処埋の方がよか

った．

（iii）抑方は沸挿法，案内棒抑法，直挿法の順で，特に3年枝と1年枝の直挿法は確かに悪い

ようである．

（iiii）池観すると，ヒノキの挿木苗養成はｲ靴i歩合低く，馴業として成立するかどうかは，尚

検討の余地がある．

（2）成練の観察

（ｲ）機棚1勺に観れば

（i）ヒノキの表皮はi欧い上に，数10時間水没状態におくため，尚一層剥皮され易くなって

いるので，直挿或は案内棒押の場合は形成肝が傷められて，発根に悪影聯を与える．
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（ii）1年枝の場合は3年枝のもの瀞傷められないが，幹が軟弱なため，.切口の内部を保謹

する作ﾊjが少く，細菌知に犯され易い．叉軟弱であることは，押し難いことにもなり，切断部が土

塊粒子に籍論し難いので，沸挿法以外は，成絞は悪くなった．

（iii）スギに比べて葉が水平面のみに拡がっていることと，粋が比蜘fl小さく，私(作りして

地'11に挿入する部分が興直でない等のため，押砿後の安定度が低く，抑穂後は風のため動かされ易

い．↑ごから日穫よりもむしろ風除けを施し，叉挿紬床は風当りの少い処を選ぶ必要があるように思

われる．

回生埋的に観れば

（i）発根作川は，癒偽11縦の発生数から兄ると，学娩に従えば，1年枝，2年枝，3年枝の

順である．

（ii）抑徳の養分の貯城蚊は勿耐3年枝，2年枝，1年技の順であって，使j1j床地は肥料分が

少いので，杵迦では，発根歩合は穂の大さに正比例する醤である．

（iii）然しながら，挿秘時の機械的因子と挿脳後の環境因子の方が影響が大きいため，其の綜

合結果として，2年枝の無処埋，溝挿法によるものが肢も成紙がよくなったのではないかと思う．

林業用種子の(石灰水による)褒芽促進について

抜師小森栄

1．はしがき

播諏床に播種する前に，種子に簡軍な発芽促進法を施して其の効果を見る↑こめに，此の試鹸を行

つﾅﾆ．発芽促進の効果は云うまでもなく，発芽の促進と，整一な発芽を計る↑こめであって，発芽が

』iLくて，整一であ＃Lぱ，柵ﾉi養成上の桧:理にも，樹苗そのものにもよい結果が現われなくてはなら

ない筈である．

ここで職に簡単な発芽促進法と云つﾅﾆのは，むつかしい技術とか，手に入り難い賓材を使用する

のではなく，なるべく将湿性のある方法はないかと忠つ↑二からであり，叉岐近の2～3年間，ス

ギ，ヒノキの発芽率が低いので，発芽促進処理によって，いくらかでも発芽力を向上させることは

11I来ないものにろうかとﾉ！臥つﾅﾆからである．

2．試験の方法

（1）処〕111材料は!』祈次水15％液

種子の発芽の↑こめの外『1勺僚件である．水分,,酸素，淵度等のこれらの環境の中で，最も重要なも

のは水分･であり，その水分･を早く庇に到達せしめるのが，発芽には一稀効果があるのではないかと
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思う．促進法，促進剤にはい:ろいろあるが，安価で手に入り易く，取扱いの簡耶なものは消石次で

ある．叉石灰がﾊ1111旨分を抜き，硬い角質のものを戦〈する櫛rはよく知られているので，消石灰水

を利いたわけである．

（2）播種量，其の他

a，オ番匝床．1区荊．クロマツ．90cm×150cm・スギ，ヒノキ．90cm××38cm．

b・椿種最
宇宅→孟函宰守g､＝＝‘ー

’ ’容斌(cc)｜粒数 ’亜さ (9） 1坪当換算（合）

釦
加
弱

釦
“
汐

8,053

9,672

3,070

2．128

2．182

1.050

ギ
キ
ッ

ス

ヒノ

クロマ

上表の賓料の数字の内訳は，次表のようである．

|…’ ’
敵（cc）容 粒 数

！’’’31‘’51‘’ !｜2131平均平均

'1準’ 閏
⑩
如
汐

釦
加
弱

8p48

9,678

3p71

8p52

9,672

3,”2

１
１
９

４
４
７

知
“
刃

8,053

9,672

3,070

ス ギ

ヒノキ

クロマツ

１
１
０

４
４
８

一 一一ー－－ー－｡

即ち，スギ，ヒノキ，クロマツは夫左309，209，559を取って，容批は6回の平均をとり，粒

数は3回の平均をとつ↑二・股火偏差率は，粒数で何れも0.1％以下である．

c・処理方法

15％の消石灰水に

A・無処理区B、24時｜冊

C、48時|IMD，721時間

E、96時間F、168時間没す．

d・播種の方法

種子を石次溶液中から出して，↑帥11に水洗し，旅上で24時|H1陰乾し，YIf通の方法で播祉し↑こ・な

お，発芽に影響を与えない↑こめに榊種床には基肥は施さなかつ↑二・

播匝は3月下旬である．

3．結果

(1)発芽に関する数字
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棺
11
憎’

１
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｉ
副
Ｐ
印
加
釦
幻

叩
畢
盈
畢
語
語
》

月
３
３
３
３
３
３

く
く
く
く
く

Ⅲ
記
あ
あ
泌
麹
型

Ｉ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
記
幻
型
訓
加
お

月
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

Ｉ
一
一
〉
－
－
－

１
忽
”
釦
釦
釦
幻

月
４
４
４
４
４
４

１
く
く
く
ｔ
く

％
配
叩
幻
翠
妬
即

Ⅱ
犯
妬
弘
釧
犯
犯

ロ、

奉
幻
創
加
旧
旧

(3.25～4.23）

(3.26～4.18）

(3.27～4.19）

(3.28～4.19）

(3.29～4.19）

(3.31～4.21）

(4.23～6.08）

(4.18～5.26）

(4.19～5.27）

(4.19～5.26）

(4.19～5.24）

(4.21～5.幻）

仰
調
鈎
卵
妬
銅

１
４
４
３
２
２

３
２
２
２
２
２

1,119

1,954

1,987

1,971

1,839

1,836

２
ｐ
弧
ｐ
９
９

１
２
２
２
１
１

”
・
型
翠
創
副
灼

I ’
(3.25-4.19）

(3.26～4.17）

(3.27～4.18）

(3.28～4.17）

(3.29～4.16）

(3.31～4.17）

妬
麹
麹
創
均
旧

(4蕊19～5.28）

(4.17～5.23）

(4.18～5.23）

(4.17～5.20）

(4.16～5.17）

(4.17～5.14）

２
２
２
５
８
６

６
８
４
０
１
４

７
７
７
７
４
４

９
１
り
り
９
１

１
１
１
１
１
１

５
３
β
β
２
１

諏
顕
駈
弱
必
“

空
幻
”
”
魁
必

㈹
”
妬
銅
蛇
記

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ

ク
ロ
マ
ツ

上表の通り，発芽l刑始までの経過日数，並びに発芽絡了までの日数は，樹租iの川11に拘わらず，

処理区の方が短く，然も処理時IIIlの長い方が短くなっている．

発芽率に於ては,スギ,ヒノキでは何れも僅かながらであるが，処理区の方が尚率になっており，

B～F区間では大差はないがスギでは漸増していて，ヒノキでは漸減している．然しクロマツでは

発芽率は却って処理区の方が，低率になつ↑二・

これらのことは，発芽促進の弟一の目的であるところの，発芽の促進と整一を計ることの目標に

一応合致していることを認めることが11{来る．

（2）発芽の慨向

数字並びに発芽侭I向111級図は次の図表の辿りである．

曲線A～Fは，発芽本数が夫盈異っておって，此のままでは比較ができないので，発芽本数をそ

のままとらず，一応毎日の発芽本数を百分率に換卯しﾅﾆものを表に作つﾅﾆ．（別表参照）

発芽の肢盛期は樹諏の如ｲ'1に拘わらず，A区からF区に従って次第に短時日になっている．

A区では発芽最盛期後の発芽の1噸向は，何れの樹諏も漸減しているが，B～F区では肢盛期後は

急r激に減少している．

(3)播種1年後に於ける結果
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小｜耐
ー一一一一一

1m.O

123.1

134.3

124.6

125.1

128.5

ｐ
３
０
ｐ
２
ｐ

叩
弘
“
の
銅
”

１
１
１
１
１
１

！

1,762

1,787

1,742

1,705

1,418

1,446

1,7”

1,711

1,739

1,664

1,362

1,374

５
４
４
″
５
Ｊ

Ｉ
４
９
４
５
２

７
７
７
７
８
８

ｐ
ｐ
″
２
β
３

ｍ
“
的
α
％
”

１
１
１
１

”
鉦
麹
癖
畑
錘

却
卿
妬
認
狐
畷

１
１
１
１
１
１

３
１
，
，
，
，

卸
班
稚
躯
溺
初

１
０
９
０
０
９

妬
調
弱
調
娼
旧

２
６
３
１
６
２

４
７
４
５
７

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ

ク
ロ
マ
ツ

苗型の大，中，小の区別は苗長によって次の区分によつﾅﾆ．

一一一一品＝て＝ご程.己一一守F一一一一一・‐ 一垂一一一

｜‘i』小，大

Cnl

6．0以上

4.0以上

9p以上

ｐ
ｐ
０

３
２
４

》
一
一

ｐ
ｐ
ｐ

６
４
９

ｐ
ｐ
、

３
２
４

ギ
キ
ッ

以下

以下

以~lざ

ス

ヒノ

クロマ

●一一一一一 － －－－－ －一心一－ー－－ー－－－－一一■■字→一一一一一一

現在総数に於ては，スギではA区が股も少〈，B～E区で漸増し，F区で再び少くなつﾅﾆ．ヒノ

キでも同様に，A区が最も少〈B～D区で洲州し，E～F区で再び少くなつﾅﾆ．スギとヒノキとの

間では，処理の時IMI的には他かの差述があるが，播趣1年後の生産総数には同じ1りi向を認め得る．

クロマツでばA～F区に沸誠している．

次に床替可能の，所謂合格苗である，大,中,小のWi数を兇ろと，スギ,ヒノキ,クロマツ共皆，無

処理区が悪く，処理区内に最多数の区があり，共の後は洲成していて，此の傾向は何れも一致して

いる.．然し此の事実は，処理しﾅﾆﾅこめに得澗率がよくなつﾅﾆか，発訓総数が少かつ↑こ↑こめに此のよ

うな結果になつﾅﾆか，不明であると恩､われるので，発芽総数に対･する百分率をとって見ると，何れ

の樹諏でも，無処加区よりも処理区の方が伽かながらも成紙はよいようである．指数は合1州！『の得

苗率であり，処理区の方が屑消の割合に少いことを示している．
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5．結び

（1）石次水処班による発芽促迦法は，スギ，ヒノキ，クロマツ，何れに於ても認められて，共の

莱一効果である，発芽の促進と，繋一の僚件に先ず合致するようである．然し処理時1冊の長緬，或
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ク ロマツの発芽傾向
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沖i減しているが，処理区では，石灰水の作用によって諏子が刺検されて，発芽催件の↑こめの外的理

境因子が良好であれば，急激に発芽して蚊盛期に途し，共の後は外的環境因子が発芽に適当でない

↑こめ，換言すれば，処理時間が氷かつ↑二等のため，少しでも外的環境因子がI皇1時の経過等により，

発芽しないためと，発芽力のある郁子は.liLく発芽終了してしまうとのにめ，発芽は急;激に低下する

のであろう．

此の傾向は，クロマツ，ヒノキ，スギの順のようである．

（3）雛匝1年後の結果に於ては，種子の発芽促進処f1l1が，発芽と早く整一にすることの目的が，

得1Wに関係がないなら．其の効果は半減すると云ってもよいと思うから，ルヒの表を川し↑こわけで

ある．

勿愉，播証後今日迄の1年|IMの苗の生長に関する外的lXI子は，発芽当時の関係|人I子よりも影響は

大きいが，A～F区は，同一催件床地であり，叉同一の稲:理をしﾅﾆのであるが，其の紬果ｲ9に数字

は，発芽時の数字に大体，正比例している．

支那油桐粕肥効試験

技師入江 進

（1）疏菜類の肥効

（2）卜マト

1．試験期日昭和22年6月7日－8月27日

2．試鹸場所祁岡聯林業試験場榊内

3．試駿方法白菜の場合（時報鏑2号記栽）と同様な水和tlll土を川い節1表に示す区分に従っ

て試験区を設け，別に比較の↑二め茶諏荊11粕の基肥区を戒ほし↑二・

6月7日銘2表に示す械な洲を柚栽して，10日毎に商さ，直径(地｣湘;)，飛火菜を測定し，叉果

実が成熟する毎にその亜鍬を測定しﾅﾆ．辿肥は6月171ﾐIより10日毎に全鍬を3回に分けて与え↑こ・

4．試鹸結果

A・満さの生長

鉱3表に示すように施肥による商さの生長の差異は認め“Lないが，施肥区は一般に前半期に於

て迅速な生長をなす1頃向がある．施肥肥区に於ては小fi:施肥区が多裁施肥区より幾分．生長をなし，

韮肥区は前牛期に生長JiLく，追肥区は多少後半期に生長騨帥lIする側向が認めら#しる．

B・直径の生長

直径の生長は第4表に示すように,菜砿'1軸区は何れも大で,統いてﾉj､二1,t施肥区,大汎t施肥区,無肥

料区の|||nとなる．施肥区は追肥，韮肥とも伺簸施肥し↑こるものは略凌同機な大いさを示している．

一切一一



節2表苗の大きさ第1表肥料区分
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銘4表 匝径の成長
○一一一一一一一一凸F－－－－－－寺一一一ヰ曲一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一凸一一一一一一一一一一一一二一一一一一一一一一一

|':麺’ L;蝿|‘§"’ ’
Cnl

lo1

Cnl

1．2

Cnl

1．4

C、1

1．2
5区は途『ド1.6cmとな
ったがその後萎緬す

8月27日

簸大葉の長さ第5表

果実の収ゴit節6表
一

|‘｜，｜”、上1|‘ ’3 415
－

ｦ4lZl6116 【丑ロa】【】

c ・肢大葉

葉のｲIll長)|k態は施肥髄により大いに異り，紫色と共に肥効の状態を示すものと見られる．妓大

韮について示せば鋼5表のようである．

－81－



即ち菜f伽1粁{区妓大で，ハ11桐粕多鍬区之に次ぎ；菜諏ﾊ'1*''1ﾉMt区，ハ'1桐ﾈ1,i小:1,1:区の順となる．同

斌施肥の場合に於ても韮肥区が遮肥区より勝っている．

D・果実の収j,(『

銘6表に示すように果実の総収並は追肥区より基肥区が勝り，肥料･区は折花しﾅﾆけれども一佃も

結実しなかつ↑二・基肥区でもｲ紬t施肥しても果実の牧簸はその催'1合では峨力llしていない郡は一般肥

料の施川の結果と同様である．追肥区は慨1,1:施肥区の方が約4係の収枇を兄ﾅﾆが，之は追肥の時期

とその際に於ける追肥の激を考慮する必要がある．即ち本試験の方法では小jlI:施肥区は初期生長は

無肥料区とl司様な傾向を示し，｜)M花しても結実せず，後半期に至ってようやく結果しﾅﾆ事からして

初期の追肥批を増加することによって此の数値は変化するものと考えられる．

菜種和とﾊ'1桐粕との比較では菜砿粕のｲ郷:区が萎縮し↑二ため比較11{来す診，11叉1回の結果から論

ずることは川来ないが莱諏＃''1の方が優っているようである．・

5．摘要
、

A・高さの生長の差は余り総められない．

B，直径の生長は楽師ﾊ'1粕区最大で，ハ11桐和の基肥区，追肥区ほぼ同様で，無肥料区岐小であ

る．基肥，追肥区共小並施肥区の方が大きい．

c・妓大業のｲ''1長は多jlI施肥区秘大きい．

D・果実の収砿は基肥区が追肥区より大きい．

E・油桐粕も充分肥料として効果があり，基肥として施川する方が㈹‘策で，追肥として施用す

る場合は時期と数とを老雌する必要がある．

（1）苗木の肥効

（1）上ノキ

1．試験期日昭和22年4月1日～11月5日

2．試騒場所祁岡聯林業試鹸場内

3．試験方法内径42cm深さ36cmのコンクリート鉢にtlIl土を入れ弟1表に示すような試験区を

設け4月1日本場産のヒノキ1年生苗各10本宛

銘l表試験区別 を柿栽，征月初めに共の生長1,tを測定，11月5

硫廻L|肥料属卿|施腿綱|”〃 日に棚|取り根，根元直径をJIll定し↑こ．

4．試鹸結果

A・月別樹高生長

雛2表に示すように雅肥区岐大で，辿肥区，

無肥料区の順である．

B・根の生長

鏑3表に示すように爪さ，長さ共に荻肥区最

－
．｜鵬胸底|”‘’

‘|…’ 37.5’

細粉したものを
混入す．

腐熟したものを
5月111，6月
1日の21，1に施
川す．

－32－
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火で追肥区，無肥料区の順である．

c・幹の生長

錐4表に示すように亜さ，也径，商さ共に韮肥区妓大で追肥区之に次ぎ，無肥料区最小である．

5．摘要

A・月別｛111長簸は械栽後3ヶ月間は何れも肥料的効果は認められないが，其の後に於て差異を

示す．即ち基肥区最大で，追肥区，無肥料区のllIiとなる．

B・根並びに幹の生長は何れも基肥区妓大で，辿肥区，無肥料区の順となる．

c・ヒノキに於ても充分‘肥料価仙が認められる．施川に当っては基肥として"jいる方がよい．

（2）アカマツ

1．試験期日昭和22年4月1日～23年6月

2．試鹸場所禰岡1係林業試験場内

－33－



3．試験法方疏菜の場合と同様な浦を）1jい，郡1表の試験区を設けて4月1日木場産アカマツ

1年生1IIiを各浦4本宛植栽して11月までの樹間生長最を毎月測定，股に翌年5，6ﾉ”iの樹高生長

戯を測定し↑二・

鰯1表 試験区別
ー

肥料区ルリ｜施肥飛 |_塑一型」 側 考

J冊に施
一

4．試験結果

A・月別生長

月別生長は弟2表に示すようである．1111ちアカマツに於てはほとんど肥料的効果が認められ

ない．

月別生長並鉱2表

菌一uu‘｜，|‘|，|‘|，|里|叩’
植栽時と
の差
伽考

肥料

各8本の平

均を示す．

94110DllO－5110－711I－OI4．6

3－418－9110－5110褐

『〕－1110－4110丑

3－619－411031IC

，息’ 7．918．719．419．419．513．6遡肥区’5．916．6

B・発芽時の形靭

前年の生長にはﾊ11桐*''1の肥効はほとんど認めらIれなかつにので，遅効'1りなものならば翌泰の新枝

生長にｲ11等の彩織を及ぼすのではなかろうかと思って，5，6月の生長:､:を測定し↑二が弟3表に示

すように不Iﾘjであった．

即ちアカマツに於てはﾊ'1桐粕の効果は余り認めら肌ないようである．

－－34－－



銘3表 5，6月に於ける生長
－一一

扇砿~L4J”｜，｜‘｜ 11月との韮’伽 考

椎茸火力乾燥試験（予報）

技師入江進技師谷川末男

i・緒 言

緬菌の使j1jによる栽培の安・易化は，戦後の奨励と相侯って栽培者も相当数に昇り，その生産戯も

本年度唾Uこり叩i次蛸ﾒⅡ!の{りi向を示している．本職に於ては大栽培者少〈，多くは戦後の椎茸の好価

格に乗じ↑こ副業的叉は自家川秘度の栽嬬者にして，無経験者も相当数に途し乾燥方面については之

亦全公無経鹸者が多いのである．

元来乾燥技術の巧拙は椎非製品の品質に関係し，その良否は価格を左右し生産者の牧支面に大き

な影秤を与えるものであるから，栽培者は此の点を充分認激して乾燥方面の知融を充分熟知すべき

である．勿諭乾燥過程で垂要なものは洲度の変化であり，之が迩当な調節は品孜に大いに関係する

ことは云うまでもない．

そこで我盈は乾燥温度について具体的に調査し，併せて諸種の像件が温度と品f〔にざんな影郷を

及ぼすかを検討して何等かの関係を決定し，それに従えば無経験者でも容易に或る程度のIRI賀の乾

燥椎1i§を得るような一定の方式を見田さんと本試醗に譜手しﾅﾆのであるが，諏糞僚件を異にする費

料ではあり，多数の場合について試験を行う必要があるので，逐次試験を施行しながら最良の方法

を見IlIさんとするもので，之が結論を得るまでには相当の年月を要することになるが，刻下の怖勢

は兵休的な乾燥方法の指導を肢も必要としているし，文献的にも亜松氏のものを除いては具体的な

診良参考智とてないので，不完全ながら1部の結果を楓めて多少の考察を加え，大方の参考に茨し↑こ

いと思う．

－35－



勿愉試験回数も少く，斐料も確定iI1では’ないので正鴻を期しｲﾘないのであるが，今後の研究によ

って完壁を期し↑こいと思う．“

11．試験方法

鵬下の生産者の状況に鑑み小簸の乾燥が肢も必要であるので，先●卿i型の乾燥器について試験

し，併せて地方の経鹸者の小屋乾燥の状況を洲喪することにし↑こ・

喪料は当場産のものを使川し，撚，中，乾，日二'二の椎茸使ﾉljしﾅﾆが全部同様な｝1k態のものをi州|i

することは11I来ないので，乾撫の程度は全休'11りに兇ﾅﾆ場合の'''6平均状態を示すものである．1，1数別

乾撚並びに温度の)伏態は左表の迦りである．

壷ｼﾄ幽竺|'|'｜，｜‘'｡'‘
乾渦の程度|箪I中’乾 [牝

乾燥箱は横1.8尺縦1.9,尚さ3.6尺にして6段

掛のものに上下各没を除き4段掛としﾅﾆ・えび

らは萱を使川し各段の商さ3.5寸,火斑と下段の

距離1尺であり,上部11‘央に横縦1.5寸商さ6.5寸

の煙突を;没けﾅﾆものである．

温度は2段目と煙突で1時'''1毎に測定し，2段目の方は浦の側面にまI唆計の差込孔をうがち，え

びらの'11冊中央に来るように足長寒暖計を挿入し↑二・煙突の方は塞峻計の下部が脈i内の上miに来る程

度に煙突内に挿入して紺の上面附近の温度を測定し↑こ・

別に佃燕の椎茸について1時|M1毎にその飯i{:減少率を測定しﾅﾆ．品興に関しては製品を経験群に

依帆して鑑定を乞うﾅﾆ．含水放は初めに決定することは不可能であるので，乾燥前後の差を以て'v

の時の平均含水量としﾅﾆ．

Ⅲ、試験結果

時|H1毎淵度の経過は第1表のようである．

低淵度で比蜘勺撚潤なののは長時間を要し，i捌胤度で乾燥しﾅﾆものは'1＄'1Mは短縮される．室内測

度は上部と．下部で異り，乾燥初期は其の差が大きいが，絡期に近ずくに従ってI小さくなる.平均温

庇に於ては上-下温度の差は13℃内外で高温の場合も低淵の場合も大体Iil様である．小屋乾燥の場合

も同様なことが言われる．今小屋乾燥の場合の一例を挙げれば邦2表のようである．

淵度と,W,斑の関係は第3表のようである．

温度と鯉品の関係を見るに低温で長時|冊を要すれば卿IF,の光沢乏し〈，高温で短時|H1のものは焼

け気味となり色沢,香気を牡捗る．日干は長時''11行うと巻込を生じ光沢のない製INIとなる．第3回，

銘4回程度はほぼ良好のようである．然しながら温度と鯉品の関係はこれのみで決定すべきもので

はなく，採取の時期，含水it，非の形)伏等が亜要な形郷を及ぼすことになるので，これらの関係と

併せ考える必要である．
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錐1表 洲度の経過（｡c）
ー

’ ’ ’ |扉称|減両
1Inl数 2 3 4

蝿突|内部|蝿爽|内部 蝿突|内部

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

雌
銅
妬
弘
諏
弘
拠
犯
哩
調
副
妬
わ
幻
埋
宛
認
弱
め
”

哩
釧
弱
妬
妃
躯
妬
印
弱
“
“
印
％
釦
弱
氾
配
“
”
因

皿
訓
諏
調
“
“
釦
馴
印
網
妃
幻
妃
理
誕
駈
配
一
一
一

皿
銅
諏
お
鍋
“
躯
如
袈
妬
躯
“
哩
坐
錘
調
印
釦
妬
“

血
汐
調
調
拓
副
記
記
印
め
い
“
“
錨
“
団
わ
わ
“
釦

皿
調
製
⑬
副
駈
駈
記
卵
α
“
“
“
由
測
ね
泥
一
一
一

８
妬
印
印
醒
妬
卵
釘
印
記
⑫
印
印
印
醒
め
記
一
一
一

加
担
錘
弱
“
弱
記
記
印
印
印
“
印
一
一
一
一
一
一
一

８
釦
弱
弱
弱
弱
飽
露
銅
氾
方
花
お
花
万
叩
巧
一
一
一

幻
顕
記
“
“
“
銅
ね
氾
氾
汐
叩
醒
一
一
一
一
一
一
一

妃
拓
弱
駈
釘
”
記
弱
め
ぬ
印
顕
一
一
一
一
一
一
一
一

畑
釦
説
鎚
氾
九
％
お
即
囲
印
印
一
一
一
一
一
一
一
一

平均｜i"，｜“61“｜“､81“､71593154〃
’

70．1157．1172．1

14911．7 11.6差 12．1 12．4 15．0

小屋乾燥に於ける洲度経過の1例第2表
一一ロ､一一一一一＝一一＝アモーーーー一一一

ー－

諭廻｜＊｜‘， 〒｜““’ 傭 考

Ｃ野
４
７
０
２
６
４
８
２
０

７
７
７
９
８
７
７
６
７
７

Ｃ好
“
師
団
鰹
飽
“
鎚
妃
“

Ｃ
⑥

弱
調
網
“
妬
拓
蝿
妬
砲
釦

％３
８
２
７
５
９
１
５
９
９

６
５
５
４
４
４
５
４
４
３

上，】1，，下の3段掛にして各段の'13

火附近に寒暖‘il･を|ifいて測定す．

撫度はIIJ央附近の2段目のえびらの

前方上に乾淵度計を下げて測定す．

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

少』
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弟3表 洲度とiWI武の関係
－

灘I
90

45～65

56．6

19

70

57～66

56．8

19

78

56～65

59．6

16．

80

53－77

“､7

16

82

64～79

70．1

12

83

70～80

72．9

11

温

度

”｜Ⅷ‘｜,',"上|上か『|上｡ド 下11m
口
叩

採取時期，形状，含水量を示せば第4表のようである．

第4表採取時期，形状，含水率の関係

諭示岨L芝|，｜,｜‘｜‘｜‘’61側老
乾一潟，形欣，合水
率は全体の平均的な
関係を示す．

含水率は仕上時のも
のに対するもので絶
乾散に対するもので
はない．

{騨謂
多少潟

聞き過ぎ

{W干後認

雨後1日

漁

開き過ぎ

88．8

雨後4日

多少乾

適度

79．6

雨後3日

多少乾

適度

76．1

雨後5日

乾

通度

64．4

採取

乾漁朕

形

含水率

雨後3日

’11

適度

85．5ｊ

日
態
朕
蝿

－

乾燥過程に於て重量減少歩合がどう変化して行くかを見る為に，イlﾊI糞の椎非について測定し↑二結

果を示せば第5表のようである．

即ち低洲乾燥の場合は毎時間除堂に減少して行くけれども，尚洲乾燥の場合は初め急;激に乾燥し

鯛後漸減する．従って高淵乾燥の場合は撚度の関係がlIIl題となり，之が調節を誤れば一時に煮え↑こ

ような状態となり，品便を阻害する．淵庇に関しては今後研究して行きたいと思っている．イlAl変の

椎茸の1W側を示せば雛6表のようである．

Ⅳ、考察

以.上の結果から見て重なる因子について多少の考察を力llえて兄だい、椎茸の品質は乾燥器の榊

造，採取の時期，茸の形状，天候，含水赴，乾燥温度の変化，共の他甑堂の僚件が相関逃して影轡

を及ぼすもので，その良否は之等の綜合を如ｲ'ﾘに好傑件に吐くかと云うことであり，此の好僚件を

－38－一



錐5表 佃糞の椎非の1時毎の減少率
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6

業者が如何に判定するかによって決定するのである．従って乾燥結果をｲ161燕の僚件に分離して考察

するのは当を将ないのであるが，試験の'性質上分離して検討して見ることにし↑二・然し本試験は回

数も少く今後の成果に待↑こねばならないので大略の餓向を示すに止めﾅﾆ．

1．浪度の商低と品質との関係

椎非乾燥に当って低温度で乾燥することは無難であるが，乾燥時間を延長し経斐を要し能率を阻

害する．品質は割合良好であるが光沢に乏しい．之に反して，商淵度の場合は時閲を短縮し仕事の

能率を向上する．しかし限度を越えると焼け気味となり色沢，香気を損じIHI質を低下する．良質の

乾燥品を得る温度の限界は下段に於て大体70～80°C位の間にあるようである．

乾燥の途中に於いて－1噺I勺な淵度の上昇，下降も共に品伐を悪化する．疲労の↑こめよく仮眠に落

ち，火力の調節を誤り急激に商温になるとか，炭継ぎを忘肌て温度の低下を来す事はよくあるけれ

ども，厳に注意しなければならない．

2．乾燥時''1の長短とIWI質との関係

同一状態のものを同様な操作で時間を延長する事は無意味である．乾燥時間の長短は結局乾燥室

の榊迭，含水鎧，洲度の高低，非の形状並びに原料の多少等に関係まるのであって，之等の項に述

べる副”(の綜合的作ﾉljの結果であり品質に及ぼす形靭も之等の頂の紬合的結果となり，単なる時間

－39－
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第6表 糞の卿品のIHI賀ｲlhi
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6

の長短と,W,質の関係は考慮旧来ないのであるが，一般には之等の関係が時'111の長短によって代表さ

れるので，結局時'''1の長短が重大な意味を有することとなる．以上の意味から考えて見ると大体撫

潤なもので20～25時''11，111度のもので10～15時'''1，乾燥しﾅﾆもので5～10時''11位いが能調1勺に良好

品を得るようである．

3．採取1時|H1とIii,庇との関係

含水澱の適当な時期に採取する班は製lWIの,W価を左右する砿要な催件の一つである．l1lIち採取前

の天峡如何によるのであるが，椎非の発生は時期的のものであり，適当な催件になるまで放股する

ことは許されないのが将迩である．一般的に云うならば降雨直後叉は泌乾は,W“を''1鴇するのであ

って，遮当な11寺期は雨後2～3日を経過してからである．

秋は一般に好天気が続き茸の発生も比較的散発的で此の像件に合致し易いが，赤は雨多く非の発

生も一時に多量に発生し,而も生育連にして採取時期を失する嫌いがあり，或いは雨中でも採取す

るような邪になり勝ちである．従って含水鼓多く1W,質も不良となり勝ちであるから，先ず出来る丈

け採取日を選定することが良品を得る秘訣である．若しごうしても含水斌の多いものを採取しなけ

ればならない時は，採取後1日倣い日干にして或る秘庇乾燥してから火力乾燥に移しﾅﾆ方が掛策で

－40－

表 而

光 沢 色 番

裏而

色
繭棚の
；lハ態

形状

雁さ 形

列
定



△■

－

ある．採取を延期して過乾榊伏態まで}f来すことは，含水逓の関係並びに其の'111に於ける非の牧縮

に伴う形状の変化によってlWI厩を悪化する．又雨の↑こめ採取を延!U'すると過I)Hきの状態となり漸次

腐敗を起し，表而蝋色，製而柵色化して呑気，色沢を狐守る結果となる．

4．含水jii:と1W価との関係

乾燥時,,1,,労力，経批を節約して乾燥能率を向上するﾅﾆめには含水11{:が関係する・含水JiI冒の多い

ものは商淵度で乾燥すると急:激に水分蒸発して一時に多並の水蒸気が室内に充澗し飽和｝伏態となり

迩当換気を行わないと蒸れ，叉体内の水分は高淵となりその･壷ま蒸煮状態となり色沢'呑気を扱じ

品磁を悪化する．而も椎,『は全部同様な含水堂を有するものでなく，非の大小，桁場，天候，採取

時期によって異り，叉同一合水率を有しても乾燥に際しては非の大/'､によって共のlwI質に及ぼす影

靭は異るのである．従って含水jI:の多いものは始め非の大小を選別し，なるべく緩火を用いて水分

を或程度蒸発させ，然る後に適当の温度に当る方がよい．含水jiI:の少いものは所謂木干の状態とな

ったもので，火力乾燥に移す前に多くは形欣の変化を起し，且つ乾燥後の光沢が悪い．

大体含水量は天候，桁場に関係するもので始めから人為的に洲節は'1I来ないけれども，採取の時

期，採取後の処世等を行って或る程度補うことが川来る．

5．日千とlWl庇との関係

此処に云う日干とは火力乾燥を行う'簾含水城の多いものを前処腫として行う場合であって，全部

日干で仕Iこる場合とは叉異る・

含水最の多いものは，佃，ｲM,むしろ叉はえびらに広げ一時日千・を行い後火力乾燥に移し↑こ方が良

結果を柵るのであるが，日干を過度に行うと其の''1}に巻込み，反転を起して形状を悪くし，叉通風

良好でない時は色沢を変ずろ．従って日干は表皮而がからからになり鮫を生ぜない程度が良いよう

で，それには杵通採取後111位でなるべく日当のよい所で行い’室内では通風のよい程よい．過度

の日干は共の後例い適当な火力乾燥を行うも，光沢，形状は良好にはならない．

6．乾燥室内の澗度の変化について

乾燥室内の洲度の変化は,wlfIi，経化能率に関係する．常識的には室内を密閉して一様に洲度を

保持することが盤ましいように考えられるけれども，一面椎非は机当の水分を含んでいるので，之

が蒸発に際しての11111が必要となる．これがうまく行かないと蒸れて非常な悪納果を及ぼすことに

なる．而も水分が蒸発する'祭には，気化熱を奪い洲度を低下するもので’一負(に室内を同洲度にな

すことは困難である．実|簾家が隙iHlの多い室を用いるのもその↑こめであり，此の点を如何に洲節す

るかが今後のIlIj脳である．

笑|祭JIll定の紬果は朔1表に示す櫛に相当の差異があるもので，之は宝の榊迭’含水量，原料の多

少，温度の尚低等によって異るものである．一‘体に室内洲度の分布状態は下淵I向く上刊l低く，其の

差は初期に大きく乾燥が進むに従って段,2ぐ小さくなって行くので，全休がほぼ乾燥する様になって

から水蒸気の川｢1を殿堂小さくして室内洲度の均一性を保つ様にすれば，先か危険性が少いように

思う．乾燥器の榊迭に関する研究が必要になって来る．
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V・摘要

荊i型の乾煉器について乾燥過秘に於ける洲庇の変化並びに佃,2〈の椎ifの減少)|k態を試験しﾅﾆが，

その概要は次のようである．

1．低温乾燥は時lHlを要し，高淵乾燥は時''11を短縮するので，材料の乾淵に応じて淵度と時''11を訓

節すべきである．

2．迩当な温度と1時間の関係は材・料の乾漁によって異る．迩当な合水吐のものは下段に於いて70～

80℃位で10～15時'''1位いを要するようで，沸澗なものは初め低洲後拡Ⅷとし↑二がよいので20～25時

間位いを要する．過乾なものは迩洲で5～10時llIl位いを要する．

3．室内洲度は_闘祁と下部で異り，乾燥始めは比鯛1，洲度の差が大きいが，柊期に近ずくに従って

其の差は小となる．平均温度ではその差は低温，商温の場合でも大体同様で13℃内外である．

4．，WI質に及ぼす名繊因子は次のようである．

㈱低温，商温は品質を阻害する．乾燥途中に於て一時的な温度の尚低も同様である．

回含水量多きもの叉は過少なものは1W“をIn審する．

③採取は降雨後数日を経過しﾅﾆものがよい．過開のlIk態まで放吐する堺はiW,賀をIl勝する．

目含水簸の多いものを急激に乾燥することは品質を|IIL害する．

㈱火力乾燥の前処世としての日干を過庇に行うことはよくない．

5．乾燥過程の重斌の減少率は低淵の場合は徐盆であるが，尚温の場合は初め急激にして爾後徐左

になる．

白 竹に開する研究

I白竹の繊維に就て

技師入江．進。椎野チトセ

1．緒言

竹枠の強さは竹繊維＃'11胞に依ることは論ずるまでもなく，之がﾉ〃〔，並，統合，分布の識)1k態は

埋学的性質を左右し，実川上該竹の川途を決定する重要な因子である．

竹繊維の形態に関しては，三国，四111,若宮，重松，宇野の諭氏の細交があるが，白竹に関して

は何等の発表を兄ないので，著肴は1皇l竹の繊維の形態に関する訓査を行った．

2．材料

八女那笠原村所在当場白竹試験,休中より伐採した一年生のものにして，長さ12.47,,11m商直径

5cm，節数47である．
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3．試験方法

試料は銘1表に示すように，地上8cmの商さに於て（第1節目）長さ5cmの竹筒を取り，その

上端より1m毎に上方に5cmの竹筒を梢端まで採取した．そして各竹筒を竹梓の半径方向に外，

111，内と区分し，各ﾉ部位を枠の方向に小さく割りSchulz氏液にてI柳，洗脈して符た竹繊維につ

いて各部付毎に200本～150宛，1本毎に長さと太さとをミクロメーターを使川して測定しZ何i平均

を求めた．

第1表試料の商さ
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4 ．試験結果

試鹸結果は銘2表，節3表に示すようである．

節2表高さ別繊維の太さ（巾）（m、） 銘3表商さ別繊維の長さ（m、）
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以上の結果から見れば繊維の太さは平均0.0128mmで，部分別の平均は111邦0.0136mmで股も大

きく，外部0.0126mmで之に次ぎ，内部0.0124mmで股小である．各商さに於ける部分別の太さは

'11火部附近を除いては何れも中部大きく，内部外部は荷さによって異なる．

i1，liさ別繊維の太さは概ね11i央洲I附近が岐大で根元部附近之に次ぎ，梢，M糊;附近が小さい．

繊維の長さは平均1.463mmで部分,別の平均は111部1.618mmで肢も大きく，内部1.457mmで之

に次ぎ，タト部1.315mmで股小を示していろ．各商さに於ける部分別繊維の長さは大体に於て111部

－－43－
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岐大で，内部之に次ぎ，外部妓小である．商さ別紗維の長さは根元部敢大で一時逓減し，’11央部附

近で長くなり以後逓減し先端附近に於て多少珊加する(vi向を示している．

之を宇野氏(熊1)の測定した芳竹と比較して見ると同氏測定の繊維の太さは聖|邑均0.013mmにして著

者のと一致しているが,刊I分別平均はIII部0.014mmで肢･人:，内部0.013mmで之に次ぎ，外部0.012

mmで岐小となり，著者il1ll定の結果と内外部位が反対を示している．

満さ別細維の太さも同氏J1ll定の結果は根元部附近股火にして漸次逓減しており，群粁測定の瀞深

と耕しく共の傾向を異にしている．

長さに於ては同氏測定結果は平均1.632mmで著粁のものより長く，部分別では内部1.802mmで

岐大，次で中部の1.745mm,外部1.348mmで肢小となり，著苛i川定の結果と傾向を異にしていろ．

商さ別繊維の長さは大体に於て同様な傾向を示している．

西111若宮(姓2)両氏測定の若竹の長さは平均1.553mmで白竹のものより長い．以上の緋果から見れ

ば白竹と浩竹の繊維とは多少異なるように忠はれる．

繊維の長さと太さの比は第4表に示すように，平均114.1で部分別ではIII部の119.2岐大で，内淵I

118.4で之に次ぎ，外部104.7で蚊小である．

商さ別の長さと太さとの比は，根元部附近最

大で，柚端部附近之に次ぎ，111央部附近が妓小

である．繊維の長さと太さの比の大ﾉ1，は，竹材

利川上亜要な関係があり，割裂性，強固性並に

製紙原料としては共の比大なるもの，柔靭性に

術める材.は共の比の小なるものが適切であると

されている．

若竹の比は宇野氏測定によれば125.5にして，

上述の点より考察すれば白竹は若竹より其の比

小にして，恭竹より采靭性に宿むものであり，

白竹が若竹より洲性があるが細工し難いと称

する121竹利川村の青も繊維の形態上よりi鮎Iﾘjさ

れる．

卵4表長さと太さの比
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5．摘要

1年生白竹について繊維の形態を洲通したがその概艇は次のようである．

1，繊維の太さは平均0.0128mmで枠の牛径方向に区分した部分,別の平均は111部肢大で0.0136mm，

外祁之に次ぎ0.0126mm，内部0.0124mmで岐小である．商さ別繊維の太さは概ね''1央洲附近股大

で，根元部附近之に次ぎ，梢端部附近が岐小である．
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2．繊維の長さは平均1.463mmで枠の牛径方向に区分した部分別の平均は中麹邪最大で1.618mm，

内部1.457mmで之に次ぎ，外部1.315mmで妓小である．

満さ別繊維の長さは根泊11妓大で一時逓減し，111央刊側近に於て長くなり，漸次逓減して先端刊I

附近に於て多少塘加している．

3．繊維の長さと太さの比は平均114.1にして，若竹に比して小さく，白竹が若竹より柔籾性にし

て且つ細工し難いことを示している．

(批I）宇野昌一：竹柵.の性鷲と共の利ﾉ11．

(雛2）副伊挫:木材化学．
－－一一一ヘヘ～一ハー
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